
沖縄本島のちょうど真ん中あたり、島の東に位置する瀬嵩（せだけ）の浜は、500ｍほどの小さなビーチ。海は目も覚める
ようなブルーが濃淡に混じり合い、浅瀬の岩場を覗けば貝殻と、沖から流れ着いたであろうサンゴの欠片が重なっていた。
「なぜ『石川』保険医新聞で沖縄？」と思われた方もいらっしゃるかもしれない。石川県保険医協会では、2017年11月2日
～4日にかけて、沖縄辺野古ツアーを開催した。瀬嵩の浜は辺野古基地移設先。この写真から視線を左に向ければ、水平線と
平行して海域を囲むオレンジのブイと、埋め立て搬入のためのクレーンの浮島が見える。

⬅9～12面　座談会「辺野古から見る平和」
⬅2面　沖縄辺野古ツアースナップショット

沖縄本島のちょうど真ん中あたり、島の東に位置する瀬嵩（せだけ）の浜は、500ｍほどの小さなビーチ。海は目も覚める沖縄本島のちょうど真ん中あたり、島の東に位置する瀬嵩（せだけ）の浜は、500ｍほどの小さなビーチ。海は目も覚める
ようなブルーが濃淡に混じり合い、浅瀬の岩場を覗けば貝殻と、沖から流れ着いたであろうサンゴの欠片が重なっていた。ようなブルーが濃淡に混じり合い、浅瀬の岩場を覗けば貝殻と、沖から流れ着いたであろうサンゴの欠片が重なっていた。

沖縄・瀬嵩の浜 【写真】平田　米里（野々市市・歯科）

紅
白
歌
合
戦
の
喧

騒
か
ら
一
転
し
て
、

ゆ
く
年
く
る
年
の
静

寂
の
中
に
響
く
除
夜

の
鐘
の
音
。
百
八
つ

の
人
間
の
煩
悩
を
取

り
除
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
鐘
の
音
を
聞
い
て
、

一
年
の
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
、
新

し
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
た

い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、「
一
年
の
計
は
元

旦
に
あ
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

も
あ
る
よ
う
に
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
年
の
初
め

に
そ
の
年
の
目
標
や
計
画
を
立

て
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
し
か

し
、
せ
っ
か
く
す
ば
ら
し
い
計

画
を
立
て
て
も
三
日
坊
主
に

な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
実

は
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
出
典
と

さ
れ
る
中
国
の
明
の
時
代
の
書

物
「
月
令
広
義
」
に
は
、
こ
の

あ
と
「
一
生
の
計
は
勤
に
あ

り
」「
一
家
の
計
は
身
に
あ
り
」

と
い
う
言
葉
が
続
い
て
い
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
は
、
ま
じ
め
に

働
く
か
ど
う
か
で
人
生
が
決
ま

り
、
自
分
の
身
の
振
り
方
や
生

き
方
で
一
家
の
将
来
が
決
ま
る

と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
、

計
画
を
立
て
、
そ
の
計
画
を
健

康
な
体
で
ま
じ
め
に
努
力
し
て

生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
説
い
て
い
る
の
で
す
。

医
療
制
度
に
お
い
て
は
、

2
0
1
8
年
度
か
ら
始
ま
る
第

七
次
医
療
計
画
の
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に

は
、
地
域
医
療
構
想
の
策
定
も

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

超
少
子
高
齢
社
会
を
見
据
え

て
、
医
療
需
要
の
予
測
や
病
床

の
必
要
量
が
決
ま
り
ま
す
。
病

床
数
の
削
減
に
よ
っ
て
「
医
療

難
民
」
が
出
な
い
こ
と
を
望
む

ば
か
り
で
す
。

2018年

迎  春
本号は未入会の先生にも
お送りしました。
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沖縄辺野古ツアー沖縄辺野古ツアー
スナップショット

①嘉数展望台から見た普天間飛行場。
肉眼で見ると、住宅街と基地が隣接
していることがより分かる。
 

②ガイドを務めていただいた与儀喜一
郎さん（沖縄県平和委員会）。
 

③嘉数展望台へと続く階段の手前の壁
（写真左下）には弾痕が残っている。
沖縄戦で日米両軍の銃弾・砲弾が雨
あられのごとく降り注いだという。
 

④普天間基地のある宜野湾市は1985

年に反核・軍縮を求める平和都市宣
言を出している。
 

⑤地球儀を模したユニークな形の嘉数
展望台。
 

⑥瀬嵩の浜の岩場にはサンゴがたくさ
ん。砂も白く、海の青が映える。
 

⑦埋め立てが行われている瀬嵩の浜に
は、海域を囲むオレンジのブイとク
レーンなどの重機がある。ブイを固
定するために海底に設置された大き

なコンクリートブロックも、サンゴ
を傷つけている。
 

⑧瀬嵩の浜は木のトンネルをくぐった
先に。
 

⑨座り込みが行われているキャンプ
シュワブゲートの待機所。
 

⑩瀬長和男さん（沖縄県民医連）から
詳しくお話をおうかがいした。瀬長
和男さんは、沖縄の祖国復帰と平和
な世界を目指して命がけで闘った元

衆議院議員・瀬長亀次郎のお孫さん
である。
 

⑪参加者で記念撮影
 

⑫キャンプシュワブゲート前では警備
が行われていた。公休日で土砂の搬
入がなかったため、静かな様子。
 

⑬11月３日時点で、1216日間続いて
いる座り込み運動。

④

⑤

⑥⑦

⑧

⑨

⑩

⑪⑫⑬

①

②

③
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医科新点数・介護報酬検討会
金沢会場

歯科新点数検討会

七尾会場

電話 076(222)5373　ＦＡＸ 076(231)5156
石川県保険医協会

2018年3月25日（日）午前１０時～午後0時半

野々市市文化会館フォルテ 大ホール
と  き

ところ

2018年3月21日（水・祝）午前９時半～正午

ホテル金沢 ２階・ダイヤモンド
と  き

ところ

2018年3月25日（日）午後３時～午後５時半

七尾美術館 アートホール
と  き

ところ

※詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

2
0
1
8
年
と
い
う
新
た

な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
初
春

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
も
協
会

は
、
会
員
の
生
活
と
権
利
を

守
る
こ
と
、
医
療
福
祉
を
通

し
て
県
民
の
生
命
と
健
康
を

守
る
こ
と
、
そ
の
二
つ
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。
会
員
諸
先
生
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

2
0
1
8
年
と
い
う
年

は
格
別
の
年
で
す
。
一
つ

は
、
天
皇
陛
下
の
譲
位
に
伴

い
、
今
年
は
平
成
最
後
の
年

と
な
る
こ
と
。
そ
し
て
、
も

う
一
つ
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
う
大

き
な
う
ね
り
の
中
で
、
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改

定
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

長
年
の
失
政
が
も
た
ら
し

た
赤
字
財
政
は
、
結
果
と
し

て
医
療
福
祉
行
政
に
多
大
の

犠
牲
を
強
い
て
い
る
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
す
。
経
済
財

政
諮
問
会
議
を
筆
頭
と
す
る

政
府
の
水
先
案
内
人
は
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、
医

療
福
祉
に
お
け
る
国
家
負
担

を
削
減
す
べ
く
提
言
を
続
け

て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
、
生
活
保
護
、
医
療
費
助

成
は
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、

障
害
の
あ
る
人
な
ど
社
会
的

弱
者
に
と
っ
て
、
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ら
を
後
退
さ
せ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
県
民
の
視

点
、
弱
者
の
目
線
、
そ
れ
を

何
よ
り
大
切
に
協
会
は
今
年

も
活
動
を
続
け
ま
す
。

保険医協会会員だけの
共済制度に加入できます。
●病気・ケガの強い味方

休業保障共済保険
●リタイヤ後の生活設計に

保険医年金
●万一の時の大型保障

グループ保険

保険医協会会員だけの

診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く新点数情報をお届けします。
日常の保険請求への問い合わせにも懇切丁寧にお答えし、審査、指導、監査などについての
情報提供やご相談にも応じています。

共済制度「休業保障共済保険」「保険医年金」「グループ保険」などに加入できます。
新規開業医懇談会や経営に関する情報交換、税務・雇用に関する講演会なども開催しています。
医科・歯科の共同体を活かし、交流・連携ができます。
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』

『お口の機能を育てましょう（食育パンフ）』など石川協会オリジナルの書籍をたくさん発行しています。
月に１回本紙『石川保険医新聞』を発行しています。地元の地域医療に関する情報や会員からの
楽しい投稿が盛りだくさんです。ホームページも充実させています（http://ishikawahokeni.jp/）。

会員同士の交流会、文化企画にご参加いただけます。

1 診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く

日常の保険請求
1
2
情報提供やご相談にも応じています。
2

3 共済制度共済制度33
4 新規開業医懇談会4
5

保険医協会会員だけの保険医協会会員だけの
医科・歯科の共同体医科・歯科の共同体55
6

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』

休業保障共済保険
共済制度に加入できます。 医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』

保険医協会会員だけの
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。66
7

月に１回本紙

休業保障共済保険 『お口の機能を育てましょう（食育パンフ）』など

月に１回本紙

休業保障共済保険 『お口の機能を育てましょう（食育パンフ）』など
7

8

グループ保険 会員同士の交流会、文化企画グループ保険
楽しい投稿が盛りだくさんです。ホームページも充実させています（http://ishikawahokeni.jp/）。

会員同士の交流会、文化企画

8

9

メリットが！
たとえばこ

んな
たとえばこ

んな

注目

保険医協会にぜひご入会下さい！

●入会の条件／保険医であり、石川県保険医協会の目的（保険医の権利擁護と国民医療
の充実）に賛同いただくことが入会の条件です。

●入会手続き／入会手続きは、「入会申し込み書（ハガキ形式）」および会費等納入のため
の「預金口座振替依頼書」に必要事項をお書きいただくことで完了します。

●会　　　費／ 勤務医  ３,８００円／月開業医  ４,５００円／月
※入会金はありません
※３カ月分ずつ年４回（1，4，7，10月の25日）ご指定の預金口座から自動引き落とし
※協会は任意団体ですので入退会は自由です。退会される場合は、「退会届」用紙のご提出をお願いします。

石川県保険医協会
電話 076（222）5373
FAX 076（231）5156
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp
URL  http://ishikawahokeni.jp/●入会をご検討いただける方は、協会までご連絡ください。先生のご都合の良い日時に事務局員が説明に参ります。

入会
方法

医科 728人
歯科 301人

会員数　1029人

─石川県保険医協会では日常診療に役立つさまざまな活動を行っています─

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。

2018年

年頭所感
会長　大平　政樹（金沢市・外科）

石 川 保 険 医 新 聞 第549号（3）2018年1月15日（毎月15日発行）



（小林　雅人さん・野々市市）

歯ブラシは　肺炎防ぐ　魔法の棒

＊糖尿病　歯周炎も視野に　歯科受診 （松川　嘉美さん・内灘町）

＊歯みがきは　誤嚥を防ぐ　喉のふた （若林　喜美子さん・金沢市）

＊口腔内　不潔になったら　認知症 （山本　笑美子さん・野々市市）

優秀賞 （3点）

＊歯周病　抜ける頃には　糖尿病 （豊田　夏子さん・金沢市）

＊歯科受診　体の入り口　病気予防 （浅沼　和敬さん・金沢市）

＊お薬手帳を持って歯科受診 （舘　真樹さん・白山市）

＊医歯連携　健康守る　最強チーム （大濱　寿美子さん・珠洲市）

＊生活習慣病？　それなら忘れず　歯科受診を （中田　勉さん・小松市）

＊命の一大事（手術）　成功の鍵は　口腔ケア （福田　真貴さん・金沢市）

＊いい歯で（イイハデ）噛もう。胃には優しく　脳は活性。
 （米澤　淳子さん・金沢市）

＊医科と歯科　地域を守る　意思疎通 （岩田　有希子さん・かほく市）

＊口腔ケア　健康づくりの　第一歩 （岩下　陽子さん・能美市）

＊検診は　内科と歯科の　両方で （三盃　淳美さん・金沢市）

佳作 （10点）

最優秀賞（1 点）

○今後迎える超高齢社会に向けて、医科・歯科の連携の重要

性はますます求められていきます。若い世代からの意識改

革が必要ですね。

○もう少し予防に力を入れた対応が必要と思います。その上

で皆保険が生きると思います。

○国民皆保険はありがたい制度だと思い感謝しています。国

民全員誰ももれることなく、この皆保険の制度にあずかる

ことができるように願っています。

応募者から寄せられた声

医科歯科連携推進キャンペーン

歯
科
部
長

　講
評歯

科
部
長
・
副
会
長

　平
田

　米
里
（
野
々
市
市
・
歯
科
）

ご
協
力
に
感
謝

石川県保険医協会では、2017年８月より、「医科歯科連携推進キャンペーン」の一環と
して、「医科歯科連携で患者さんに役立つ標語募集」に取り組みました。県内外あわせて
20人の方から53通の応募をいただき、審査会にて選考を行いましたので、結果をご紹介し
ます。なお、最優秀賞に輝いた作品のポスター化なども検討していますので、ご期待くだ
さい！

応
募
作
品
を
通
観
す
る
と
、

歯
周
病
と
糖
尿
病
、
口
腔
ケ
ア

と
誤
嚥
性
肺
炎
、
口
か
ら
食
べ

る
こ
と
の
意
義
、
お
薬
手
帳
な

ど
の
医
科
歯
科
が
連
携
す
べ
き

接
点
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
安
心
感
を
覚
え
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
テ
ー
マ

を
斬
新
で
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
「
文

字
使
い
」
で
表
現
さ
れ
た
作
品

が
多
く
、
選
者
一
同
も
感
嘆
の

声
を
上
げ
る
こ
と
し
き
り
で
あ

り
ま
し
た
。

審
査
に
関
し
て
は
、「
医
科

歯
科
連
携
」
と
「
患
者
さ
ん
に

役
立
つ
」
の
２
点
に
重
き
を
置

い
て
、
一
つ
一
つ
の
作
品
を
吟

味
し
、
投
票
に
よ
っ
て
決
を
採

り
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
、
口

調
も
テ
ー
マ
も
良
い
作
品
が
選

ば
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

認知症と歯科疾患
第1回 医科歯科連携セミナー

日時 2018年1月13日㈯ 午後6時30分～午後8時45分
場所 近江町交流プラザ 4階 研修室
講師 大川  義弘 氏 (城北クリニック院長 内科)

対象 会員、会員医療機関のスタッフ(定員40人)
参加費 無料
主催 石川県保険医協会

最優秀賞は満場一致で選出された

石 川 保 険 医 新 聞 2018年1月15日（毎月15日発行）（4）第549号



２
０
１
７
年
11
月
16
日

（
木
）、「
疲
弊
す
る
医
療
・
介

護
現
場　

診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
国
会
内
集
会
が
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
で
開
催
さ

れ
、
国
会
議
員
16
人
、
医
療
・

介
護
従
事
者
ら
２
７
０
人
が
集

ま
っ
た
（
ド
ク
タ
ー
ズ
・
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
主
催
、
全

国
保
険
医
新
聞
２
０
１
７
年
11

月
25
日
号
参
照
）。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
保
団
連
は
国
会
議
員
要

請
行
動
を
実
施
し
、
石
川
県
保

険
医
協
会
か
ら
小
島
登
副
会
長

と
小
野
栄
子
事
務
局
員
が
参
加

し
た
。

今
回
は
衆
議
院
議
員
選
挙
後

初
の
議
員
要
請
行
動
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
訪
問
先
を
衆
議
院
議

員
に
絞
り
、
石
川
お
よ
び
北
信

越
選
出
の
７
議
員
に
、
石
川
協

会
が
集
約
し
た
「
診
療
報
酬
引

き
上
げ
と
患
者
窓
口
負
担
引
き

下
げ
を
求
め
る
」
会
員
署
名
81

筆
を
届
け
た
。

面
談
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た

西
田
昭
二
議
員
（
自
民
）
は
石

川
県
議
時
代
に
「
石
川
県
歯
と

口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条

例
」
制
定
に
関
わ
り
、
医
療
現

場
の
声
も
多
く
聞
い
て
い
る
と

い
う
。
要
請
内
容
は
党
派
を
超

え
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し

て
、
今
後
も
面
談
に
応
じ
る
こ

と
に
快
諾
い
た
だ
い
た
。
こ
の

ほ
か
、
馳
浩
議
員
（
自
民
）、

佐
々
木
紀
議
員
（
自
民
）、
山

本
和
嘉
子
議
員
（
立
憲
）、
藤

野
保
史
議
員
（
共
産
）
に
は
議

員
秘
書
に
会
員
署
名
を
手
渡

し
、
署
名
に
添
え
ら
れ
た
会
員

の
声
を
紹
介
し
な
が
ら
要
請
の

趣
旨
を
説
明
。
ま
た
、
近
藤
和

也
議
員
（
希
望
）
と
は
面
談
が

叶
わ
な
か
っ
た
が
直
接
署
名
を

手
渡
し
た
ほ
か
、
不
在
だ
っ
た

松
平
浩
平
議
員
（
立
憲
）
に
は

ポ
ス
ト
に
署
名
を
届
け
た
。

面
談
い
た
だ
い
た
議
員
お
よ

び
秘
書
諸
氏
に
は
、
い
ず
れ
も

質
問
や
意
見
を
は
さ
み
な
が
ら

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
い

た
。「
会
員
の
声
を
国
会
に
届

け
る
」
と
い
う
役
割
に
手
応
え

を
感
じ
た
今
回
の
議
員
要
請
。

こ
れ
を
足
が
か
り
に
、
保
険
医

協
会
は
引
き
続
き
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
と
患
者
窓
口
負
担
の

引
き
下
げ
に
粘
り
強
く
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
事
務
局　

小
野
栄
子
）

診
療
報
酬
引
き
上
げ・患
者
窓
口
負
担
軽
減

国
会
議
員
へ

  
会
員
署
名
を
届
け
る

西田昭二議員（写真右）に面談を行った小島登副会長

国会内集会では保険で良い歯科医療を求める請願署名の
提出も行われた （11月16日・衆議院第一議員会館）

病院マップ

石川県保険医協会

2017

石川県内 公的・私的病院案内
病
診
連
携
の
一
助
に

年度版 HOSPITAL MAP

ただいま追加申し込み受付中！
○会　員：1冊　2,000円（税・送料込み）
○会員外：1冊　3,000円（税・送料込み）
※在庫が無くなり次第終了させていただきます。

会員の先生には1冊無料でお送りしました。

石川県保険医協会  医療福祉部
TEL 076-222-5373　FAX 076-231-5156

病院マップ 2017
年度版

医療連携に
　　役立つ１冊！
県内病院の各科担当医師・連携窓口
外来診療時間・外来担当者
設備・特殊検査　などを掲載

✓

✓

✓

7月10日発刊

（
問
題
は
19
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
、
５
が
大
切
な
手
順
。
白

６
に
黒
７
、
９
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
３

は
白
１
で
白
生
き
。
黒
３
で
５
は
白
６
黒

７
白
イ
で
白
生
き
。
白
４
で
６
な
ら
黒
４

で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
３
三
桂
☖
同
銀
☗
２
三
竜
☖

２
二
角
☗
１
二
馬
☖
３
一
玉
☗

２
二
竜
☖
同
銀
☗
５
三
角
☖
３

二
玉
☗
４
二
角
成
ま
で
11
手

詰
。

〈
解
説
〉
☗
３
三
桂
と
捨
て
て

☗
２
三
竜
が
好
手
順
で
す
。
王

方
は
☖
２
二
角
と
守
り
ま
す

が
、
☗
１
二
馬
で
☖
３
一
玉
と

追
い
、
次
の
☗
２
二
竜
で
角
を

取
り
☗
５
三
角
が
ピ
ッ
タ
リ
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
19
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

4
＋
7
で
、答
え
は「
11
」

（
問
題
19
面
）

報
告
事
項
の
主
な
も
の

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
総

務
部
か
ら
生
活
保
護
基
準
引

き
下
げ
違
憲
訴
訟
の
論
点
整

理
の
解
説
、
原
発
・
い
の
ち
・

み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
甲
状

腺
検
査
結
果
の
報
告
と
甲
状

腺
検
査
が
縮
小
す
る
こ
と
の

懸
念
に
つ
い
て
と
、
崎
山
比

早
子
先
生
の
講
演
会
「
放
射

線
被
ば
く
の
健
康
影
響
」
の

開
催
報
告
、
歯
科
部
か
ら
は

次
回
講
演
会
時
の
ク
イ
ン

テ
ッ
セ
ン
ス
出
版
の
取
材
対

応
、
学
術
・
保
険
部
か
ら
キ

ホ
ン
の
キ
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

質
問
集
約
に
つ
い
て
、
医
療

福
祉
部
か
ら
病
院
マ
ッ
プ
の

活
用
法
に
つ
い
て
、
機
関

紙
・
文
化
部
か
ら
そ
ば
打
ち

体
験
企
画
と
沖
縄
辺
野
古
ツ

ア
ー
座
談
会
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

協
議
事
項
に
移
り
、
65
歳

以
上
の
障
害
の
あ
る
人
の
医

療
費
窓
口
無
料
化
を
求
め
る

署
名
提
出
集
会
へ
大
平
会
長

が
参
加
さ
れ
、
当
事
者
の
訴

え
と
県
の
担
当
者
と
の
や
り

と
り
の
報
告
が
あ
っ
た
ほ

か
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合

う
。
ま
た
、
７
人
の
衆
議
院

議
員
の
議
員
会
館
事
務
室
を

訪
問
し
、
議
員
本
人
や
秘
書

の
方
と
面
談
し
「
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
の
引
き
上

げ
」
の
趣
旨
説
明
と
懇
談

を
行
っ
た
報
告
が
あ
り
、
今

後
の
課
題
を
協
議
し
た
。
そ

し
て
、
来
年
度
定
期
総
会
の

木
村
草
太
氏
講
演
の
演
題
と

後
援
依
頼
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
平
田
副
会
長
を
保
団
連

理
事
に
引
き
続
き
推
薦
す
る

こ
と
と
、
来
年
の
保
団
連
定

期
大
会
の
諸
委
員
を
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
で
討
議
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

	

【
小
島　

記
】

定期総会記念講演に
木村草太氏
（11月21日・11人出席）

第12回理事会点描
でお知らせください。

FAX  ０７６（２３１）５１５６
E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」では、納
得のいかない返戻や査定が
あった場合に会員医療機関
からお知らせいただき、保険
医協会が『石川保険医新聞』
を通してコメントを掲載して
います。
会員医療機関におかれま

しては、不当あるいは納得で
きない返戻・査定の情報を保
険医協会にＦＡＸにてお送り
ください。

納得のいかない返戻、査定は

保険審査
通信

保険審査
通信
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定の基準を満たす医療機関が希望する場合には、EF統合ファイルによる判
定を用いてもよいこととしてはどうか。
○	 段階的な評価部分の基準値については、新たな評価体系への再編・統合を
進める観点から、現在、経過措置となっている、
◦	 病棟群単位での届出医療機関、
◦	 200床未満の経過措置の対象となっている医療機関、
	 が、新たな評価体系を選択できるよう一定の配慮を行うという前提で整理す
る方向で検討してはどうか。
○	 新たに設定する、中間的な評価部分については、
◦	 該当患者割合を活用するが、それに応じた適切な看護職員配置に一定の
実績を求める観点から、届出に際しては、最も高い評価部分（ 7対 1 相
当）の報酬区分の届出の実績を要件としてはどうか。
◦	 中間的な評価部分の報酬区分と、最も高い評価部分（ 7対 1相当）の報
酬区分とは、どちらかを選択後も医療機関の実績等に応じて変更可能とし
てはどうか。
◦	 改定後に実態調査等を行う際に、様々な観点での分析が可能となるよ
う、EF統合ファイルを用いて判定することを要件にしてはどうか。

（3）	療養病棟入院基本料（12月8日中医協総会）
①	 療養病棟入院基本料の評価体系
◦	 療養病棟入院基本料について、入院医療の評価体系の見直しの方向性を
踏まえ、基本部分と医療区分 2・ 3患者割合（診療実績）に応じた段階的
な評価とを組み合わせた評価体系に見直してはどうか。
◦	 現行の療養病棟入院基本料 2については、医療法施行規則の療養病床の
看護配置に係る経過措置が、転換に係る期間を考慮し最大 6年間延長され
るとの方針を踏まえ、平成30年度改定では、まずは 2年間の経過措置とし
てはどうか。
また、療養病棟入院基本料 2に係る現行の経過措置（95/100）について
は、来年 4月から介護医療院が創設されることを踏まえ、 2年間延長して
はどうか。
◦	 新たな入院料における医療区分 2・ 3患者割合の基準値については、届
出変更に係る取り扱いの変更も踏まえつつ、現行の基準値を参考としては
どうか。

②	 医療区分
◦	 医療区分 3のうち、「医師及び看護師による常時監視・管理」のみに該
当する患者の医学的な状態等を踏まえ、当該項目のみの場合を医療区分 2
に、当該項目と医療区分 2のいずれかの項目が該当する場合を医療区分 3
に、見直してはどうか。

（4）	地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料（11月24日中医協総会）
◦	 自宅等から受け入れた患者と、それ以外からの受け入れた患者とで、提供
する医療内容等が異なっていることから、	「救急・在宅等支援病床初期加算」
について、急性期後の入院患者と、在宅からの入院患者とで、診療実績等を
踏まえつつ、評価を区別してはどうか。
◦	 地域包括ケア病棟入院料・治療管理料の届出要件において、在宅医療や救
急医療の提供等が求められているが、地域包括ケアシステムの構築を推進す
る観点から、訪問系サービスの提供についても、要件の選択肢の一つとする
ことを検討してはどうか。
◦	 在宅医療、介護サービス等の地域で求められる多様な役割・機能を有する
地域包括ケア病棟を持つ医療機関については、地域包括ケアシステムの構築
により貢献できるよう、それらのサービスに係る実績等も加味した評価を検
討してはどうか。

（5）	有床診療所入院基本料（11月17日中医協総会）
◦	 有床診療所については、主に専門医療を担う有床診療所と主に地域医療を
担う有床診療所に大別されるが、主に地域医療を担う有床診療所について
は、地域における医療・介護のニーズや人材確保を含む医療提供実態等も踏
まえつつ、入院医療と介護サービスとを組み合わせて運営するモデル（地域
包括ケアモデル）への転換を推進することが必要ではないか。
また、このような視点から、介護サービスの提供を行っている有床診療所
について、評価の見直しを検討してはどうか。
◦	 高齢患者については、入院期間が長くなる傾向があることから、在宅医療
を受ける高齢患者を多く受け入れる場合、「在宅復帰機能強化加算」の要件
について見直してはどうか。
また、在宅で療養している患者が、在宅の主治医と有床診療所との連携の
下で、本人や家族の希望に基づき、最期を入院で看取った場合の取扱いを検
討してはどうか。

（6）	入院時食事療養費等（11月17日中医協総会）
◦	 平成28年度診療報酬改定において、主として市販流動食を提供した場合の
入院時食事療養費を引き下げたが、改定後の食事療養に係る医療サービスの
提供への大きな影響は見られなかったことについて、どのように考えるか。
◦	 現在、455円となっている入院時食事療養費については、平成30年 4 月以
降の入院時食事療養に係る自己負担の増額（460円）に伴い、自己負担額が
費用の額を超えることとなるため、460円に見直すこととしてはどうか。

4.		 歯科医療（12月6日中医協総会）
（1）	医科歯科連携
①	 周術期口腔機能管理
◦	 周術期口腔機能管理を更に推進する観点から、全身麻酔下で手術を行っ
た急性期脳血管疾患患者で術後の誤嚥性肺炎のリスクが高い患者や低栄養
状態の患者等について、術後早期に口腔機能管理を開始した場合は周術期
口腔機能管理の対象とする等、対象患者の拡大を図ってはどうか。

◦	 周術期口腔機能における医科歯科連携を推進する観点から、周術期口腔
機能管理の対象でありながら、周術期口腔機能管理後手術加算（医科点数
表の手術の加算）の対象となっていない骨髄移植等についても当該加算の
対象としてはどうか。

②	 診療情報の共有
◦	 医科歯科連携を推進する観点から、歯科診療を行う上で必要な診療情報
や処方薬剤の情報等の医科医療機関への問合せや、またそれに対する医科
医療機関からの診療情報の提供等、診療報提供料（Ⅰ）の要件に該当しな
い医科歯科間の診療情報共有の評価について検討してはどうか。

◦	 診療情報提供料（Ⅰ）の歯科医療機関連携加算について、在宅歯科医療
における医科歯科連携を推進する観点から、現在、在宅療養支援歯科診療
所となっている紹介先歯科医療機関の対象範囲を「歯科訪問診療を実施す
る歯科医療機関」に見直してはどうか。また、「栄養障害を有する患者」
のみではなく、摂食・嚥下障害がある場合や疑われる場合について当該加
算の対象となるように見直してはどうか。

（2）	かかりつけ歯科医機能の評価
○	 地域の関係者との連携体制を確保しつつ、口腔疾患の重症化予防や口腔機
能維持のため、継続的な口腔管理・指導が行われるよう、以下の観点からか
かりつけ歯科医機能の評価及びかかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所の施
設基準の見直しを検討してはどうか。
◦	 う蝕や歯周病の重症化予防に関する継続的な管理の実績
◦	 地域連携（地域ケア会議等の介護に関する会議等への参加又は地域の健
診事業等への協力等）の実績

◦	 在宅医療における継続管理や医療機関間の連携体制等に関する評価
◦	 かかりつけ歯科医として必要な知識や技術の習得を推進するため、研修
内容の見直し及び一定期間ごとの研修の受講

○	 かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所と在宅療養支援歯科診療所の機能
を明確化する観点から、かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所の施設基準
における歯科訪問診療の要件については、歯科訪問診療の実績又は在宅療養
支援歯科診療所との連携（歯科訪問診療の依頼）実績としてはどうか。

（3）	歯科外来診療における院内感染防止対策
◦	 歯科外来診療の特徴を踏まえ、歯科医療機関における院内感染防止対策を
推進する観点から、基本診療料（初診料・再診料）において院内感染防止対
策に関する施設基準を新設し、基本診療料（初診料・再診料）の引き上げを
行うとともに、院内感染防止対策に関する施設基準の届出がない医療機関に
ついては、基本診療料を減算することとしてはどうか。また、院内感染防止
対策に関する施設基準の届出に関しては、体制整備に時間を要する医療機関
もあると考えられることから、一定期間の経過措置を設けてはどうか。

◦	 なお、院内感染対策を含む歯科外来診療における歯科治療の総合的な環境
整備が条件とされていることから、歯科外来診療環境体制加算の評価につい
ては施設基準の見直しを行ってはどうか。

（4）	口腔疾患の重症化予防と口腔機能低下への対応
◦		 ライフステージに応じた口腔管理を推進する観点から、発達期の小児や口
腔機能が低下した高齢者のうち、特に機能低下が著しく継続的な管理が必
要と考えられる患者について、口腔機能管理に対する評価を検討してはど
うか。
◦	 う蝕や歯周疾患の指導管理に関する技術等の評価について、対象疾患が項
目により異なっていること等についてどのように考えるか。

◦	 全身的な疾患を有する患者に対し、総合的な医学管理及びバイタルサイン
をモニタリングをしながら歯科治療を行った場合の評価について、モニタリ
ングについては平成28年に新設した歯科治療総合医療管理料（Ⅱ）で算定
されているケースが多いと考えられることから、歯科治療総合医療管理料
（Ⅰ）等の見直しを検討してはどうか。
◦	 機械的歯面清掃処置等、自己管理が困難な患者の口腔衛生管理の評価につ
いてどのように考えるか。

◦	 舌悪性腫瘍により舌切除を行った患者の音声・構音障害に対するリハビリ
テーションを評価する観点から、脳血管疾患等リハビリテーション料の対象
患者の見直しを検討してはどうか。

◦	 生活の質に配慮した歯科医療を推進する観点から、有床義歯修理や有床義
歯内面適合法について、短期間で義歯の修理等を行った場合の評価をどのよ
うに考えるか。

（5）	歯科診療報酬点数表の「特定薬剤」等の算定方法（12月8日中医協総会）
◦	 歯科診療報酬点数表に規定される「特定薬剤」及び第10部麻酔の薬剤の算
定方法について、一般的な薬剤料と同じ算定方法となるよう、見直すことに
してはどうか。
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2018年診療報酬改定について、本紙では断続的に中医協資料を紹介しながら論
点を整理してきた。11月からは週 2回のハイペースで中医協総会が開催されてお
り、論点の具体化が進んでいる。本号では前号掲載以降に開催された中医協総会
から紙面の許す限り以下に論点を紹介したが、掲載しきれなかったものも多いた
め、厚労省ホームページなどもあわせて参照いただきたい。
なお、以下は本紙締め切りの都合で、12月 8 日中医協総会までの内容となっ
ているが、本紙が実際に発行されるころには、すでに改定率が決定し、詳細な内
容が明らかになっていると思われる。下記論点にも変更が加えられている可能性
があることを	前提にご覧いただきたい。
以下、項目ごとに「論点」の部分を整理して掲載する。（厚労省から提出され
た資料を抜粋したものであり、引用に当たり文章そのものには特に手を加えてい
ない）

1.		 横断的事項（12月1日中医協総会）
（1）	地域包括診療料等の評価
◦	 地域包括診療加算又は認知症地域包括診療加算の算定にあたり患者の同意
を取得する必要があるが、その患者が既に一定期間以上継続して当該医療機
関に通院している場合は、同意取得に係る取り扱いを見直してはどうか。
◦	 患者が受診している他の医療機関や処方薬を一元的に把握することを求め
ているが、担当医の負担軽減のため、医師以外の職種や連携する保険薬局を
活用可能であることを明確化してはどうか。
◦	 在宅医療の提供や24時間対応に係る要件については、地域包括診療料等の
継続的かつ全人的な医療を提供するとの趣旨を踏まえ、要件ではなく、在宅
医療の提供の実績を別に評価することとしてはどうか。具体的には、一定期
間以上継続して外来通院していた患者（かかりつけの患者）に対して、訪問
診療を提供しているとの実績を評価してはどうか。

（2）	薬剤の適正使用の推進
◦	 急性気道感染症等の症状を示す患者に、厚生労働省がとりまとめた適正使
用マニュアルの活用や患者・家族等への文書による説明等、薬剤耐性菌対策
に資する取組に対する評価を検討してはどうか。
	 　地域包括診療料等などの継続的な医学管理を行っている患者について、抗
菌薬の適切な使用に関する説明や取組を行うことを明確化してはどうか。
◦	 薬剤服用歴管理指導料について、抗菌薬の適切な服用に関する指導や取組
を行うことを明確化してはどうか。
◦	 多剤投薬・重複投薬の是正推進の観点から、かかりつけの医師が入院医療
機関や薬局と連携した減薬に係る状況提供、減薬後のフォローアップなどに
対する評価を検討してはどうか。
◦	 減薬の取り組みに関する実績を踏まえ、薬剤総合評価調整加算の評価対象
に、地域包括ケア病棟を追加してはどうか。

（3）	遠隔診療（情報通信機器を用いた診療）
◦	 オンラインを用いた診察の実態を踏まえ、オンラインの診察について、現
行の電話等再診と区別した報酬を設定してはどうか。
◦	 電話等再診については、患家からの療養上の求めに応じて指示をした場合
のみに算定できるとの取り扱いを明確化してはどうか。
◦	 オンライン診察を対面診療に併用する場合の医学管理の取り扱いについ
て、現行の医学管理料との整合性に配慮しつつ、現行よりは低い水準の報酬
での新たな評価を検討してはどうか。
◦	 なお、オンラインを用いた診察・医学管理については、診察時間や頻度に
様々な提供ケースが想定されることを踏まえ、算定の上限を月 1回までとし
てはどうか。
◦	 処方せん料については、オンラインによる計画的な診療を行う場合につい
ても、処方せん原本の郵送等に係る現行の取扱いと同様としてはどうか。

2.		 個別事項（12月8日中医協総会）
（1）	小児への対応
①	 小児かかりつけ診療料
◦	 小児かかりつけ診療料の施設基準において、参加することとされている
地域の保健活動等のうち、医師の負担が大きいと考えられる業務に従事し
ている場合には、状態が安定した患者について診療時間外の問い合わせ対
応に係る算定要件を、一部緩和してはどうか。
◦	 かかりつけ医からの紹介を受けて、整形外科において小児の運動器疾患
に対し継続的な管理が行われる場合を、評価してはどうか。

②	 小児科療養指導料
◦	 小児科療養指導料の実施においては、小児科の医師が行うとの規定に
なっているが、複数の職種による診療実態等を踏まえ、医師の治療計画
に基づいて療養上の指導を複数の職種が行えるとの規定に見直してはど

うか。
◦	 小児慢性疾患等の現行の対象患者には該当していないが、医師等による
療養上の指導が必要な、いわゆる医療的ケアが必要な児についても、対象
患者に追加してはどうか。

◦	 学校との情報共有・連携について、算定要件に明確化してはどうか。
③	 小児における抗菌薬の適正使用
◦	 小児科外来診療料や小児かかりつけ診療料を算定する患者が、急性気道
感染症や急性下痢症で受診した場合に、簡易検査等の活用や、患者・家族
に十分な理解を得る説明を行うなど、広域抗菌薬を使用しない取り組みに
対して、抗菌薬の適正使用の推進の観点から、評価を検討してはどうか。

◦	 また、評価にあたっては、患者・家族等への文書の提供や、抗菌薬の処
方状況等などの報告を求めることとしてはどうか。

（2）	医療従事者の多様な働き方
①	 リハビリ専門職の常勤要件の取扱い
◦	 リハビリ専門職は女性の割合が多いことや、医師の指示の下で専門性の
高い医療を提供していることを踏まえ、リハビリ専門職の専従・常勤配置
等が要件となっている項目については、週一定時間の勤務を行っている複
数の非常勤従事者の組み合わせにより、常勤配置されているものとみなし
てはどうか。

②	 専従要件の取扱い
○	 	医療従事者の専従要件については、より効率的な医療提供を可能とす
る観点から、
◦	 業務内容の類似性や対象患者数に応じた弾力的な現行の運用や、
◦	 医療資源の少ない地域において適用されている緩和措置
等を参考に、医療提供の質の確保に配慮しつつ、より弾力的な運用が可能
となるよう必要な見直しを検討してはどうか。
また、検討にあたっては、対象患者数が一定程度以下の場合や、当該業

務を実施していない時間帯の取扱い等の視点で検討してはどうか。
（3）	外来における相談・連携
◦	 入院患者については、早期に退院して社会復帰できるようにする観点か
ら、様々な相談支援が診療報酬で評価されている。他方、外来患者について
は、社会生活を送りながら治療を続けているため、治療継続のために必要と
される支援や要望が多岐にわたっており、様々な機関との連携が必要になる
一方、医療保険以外の公的制度等が支援を担うべきサービス内容も多い。
このような実態を踏まえ、外来患者への相談支援について、他の公的サー

ビスとの整合性等も踏まえ、診療報酬での対応の在り方をどのように考え
るか。

（4）	明細書の無料発行
◦	 現在、領収証と明細書はそれぞれ別の様式を定めており、それぞれ発行す
ることとなっているが、検証調査の結果、明細書を受け取ってよかったこと
としては、「治療・検査・薬などの内容・具体名がわかりやすくなった」、「医
療費の内訳がわかりやすくなった」といった回答が多かった一方、明細書を
希望しない理由としては、「領収証の内容で十分なため」、「個人情報であり
廃棄方法が不安であるため」といった回答が多かったことについて、どう考
えるか。

◦	 領収証と明細書が果たすべき機能やそれらの発行業務の実態、そして現行
レセプト様式の見直しが平成32年度に予定されていることを踏まえ、今後の
明細書発行にかかる対応についてどう考えるか。

3.		 入院医療
（1）	入院医療の評価体系（12月6日中医協総会）
◦	 将来の入院医療ニーズの変化に対応するため、入院医療の評価体系につい
て、基本部分と診療実績に応じた段階的な評価部分との二つを組合せた評価
体系となるよう、現行の入院基本料を再編・統合してはどうか。

◦	 診療実績に応じた段階的な評価部分について、平成30年度改定では、現行
の指標（必要な見直しを実施した上での重症度、医療・看護必要度及び医療
区分）を用いることとしてはどうか。

◦	 診療実績に応じた評価は、多様な医療ニーズへの対応や、診療内容、患者
の状態、アウトカムといった変動的な要素をより的確に把握できるような指
標・評価手法が望ましいことから、今後、関係者の意見も踏まえつつ、より
適切な指標や評価手法の開発に向けた対応を行ってはどうか。

（2）	一般病棟入院基本料（7対1、10対1）の新体系での取り扱い（12月6日中医
協総会）
○	 再編・統合した新たな入院料の診療実績に応じた段階的な評価には、平成
30年度改定では、現行の指標である、重症度、医療・看護必要度（ただし、
項目についての見直しがあればそれらを反映）を用いてはどうか。なお、一

─入院料の体系的見直しを提案、基本部分と診療実績に応じた
　段階的な評価部分との二つを組合せた評価体系

事務局長　工藤　浩司
速報 中・医・協・資・料
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周知のとおり、日本国憲法27条は第 1項で「すべ
て国民は、勤労の権利を有し、義務を負ふ。」と規
定し、第 2項では「賃金、就業時間、休息その他の
勤労条件に関する基準は、法律でこれを定める。」
としています。
これまで私は、上記の勤労権（労働権）の保障は
もっぱら雇われて働く人たち、つまり労働者を対象
としたものと考えていました。しかし、その考えは
狭いのではないかと思うようになりました。それは
安倍政権が提唱する「働き方改革」が、企業が雇用
する労働者ではなく、「外部人材」を積極的に活用
するように奨励する政策を打ち出していることに関
わっています。

■新たなタイプの「個人事業主」
この「外部人材」として想定されているのが「個
人事業主」です。労働者と異ならない働き方をして
いるにもかかわらず、経営者が使用者責任を免れる
ために、形式的に「個人事業主」とされている人び
とはこれまでもかなりいました（図の個人事業主
α）。塾や予備校・学校の講師、タクシーや宅配便
のドライバー、大型家電店の指示でテレビやエアコ
ンなどを設置する技術者、さらにIT産業のSE（シ
ステムエンジニア）の一部などです。こうした人々
は就労実態から見れば、経営者の指揮下で働いてい
る非正規労働者と考えるべきでしょう。ちなみに人
気番組「ドクターX」の主人公=大門未知子医師の
場合は、独立型の個人事業主でしょうね。
政府の働き方改革では、従来型とは異なる新しい
タイプの個人事業主（図のβ）の拡大を打ち出して
います。仕事の受発注はもっぱらネット経由です。
就労場所は注文主の事業所ではなく、ワーカー（個
人事業主）の自宅やレンタルオフィス、喫茶店など
です（いわゆるテレワーク）。注文主とワーカーが

顔を合わせることはまずありません。仕事内容は、
データ入力、テープ起こしのような事務作業から、
イラスト制作、アプリ開発やWEBデザイン、CAD
による製品の設計、市場分析、ライターなどの専門
的業務にまで広がっています。

■「すべて国民は 」の意味
こうしたワーカー（個人事業主）は労働者ではな
いとされ、労働基準法や最低賃金法、労災保険法な
どの労働法が適用されません（ただし就労実態が労
働者の場合を除
く ）。 注 文 主 と
ワーカーの関係は
労働契約ではな
く、請負契約、つ
まり商契約です。
1時間かけてイラ
ストを描いても収
入はわずか500円
というケースもあ
るようです。商取
引上、強い立場に
ある顧客（注文
主）から弱小な個
人事業主を保護す
るのは、現在のと
ころ、独占禁止法
（優越的地位の濫
用防止）および下
請代金支払遅延等
防止法にとどまり
ます。
私は個人事業主
αだけでなくβに

も憲法の労働権の保障が及ぶように労働法を拡張適
用すべきではないかと考えています。もちろん実務
上検討すべき課題はたくさんありますが、100万人
以上とも言われる個人事業主を労働保護の対象から
外してよいはずはありません。政府の働き方改革推
進を支持する陣営のなかに、労働保護の対象になら
ないことを個人事業主拡大の目的としているように
も受け取れる議論が見受けられる折、憲法27条第 1
項が労働者に限定しないで、「すべて国民は…」と
規定していることを再確認したいと思います。

〈シリーズ〉憲法を生きる③〈シリーズ〉憲法を生きる③

日本国憲法の勤労権（労働権）の対象は
どこまで及ぶか 伍賀　一道 金沢大学名誉教授

非雇用型

非テレワーク
（事業所内就労）

非正規雇用

個人事業主α
（偽装請負）

個人事業主β
（非雇用型テレワーク）

テレワーク
（在宅就労）

正規雇用

在宅就業

雇用型

第2部

第1部

第44回定期総会   ◆と　き 　2018年3月10日（土） 午後６時～午後８時４５分

 ◆ところ 石川県女性センター（　　　　　　
　　　　　　）

総会議事（予定）  ◆午後８時～午後８時４５分　◆２階・研修室２

記念講演  ◆午後6時～午後7時45分（開場予定 午後5時30分）
　　　　　　　　◆石川県女性センターホール

・ 2017年度活動報告及び2018年度活動方針案　・ 2017年度決算報告及び2018年度予算案
・ 総会アピール　・ 特別功労者の表彰

・テーマ／憲法の創造力 ─今こそ憲法を語る─

・講　師／木村　草太さん（首都大学東京 都市教養学部法学系教授、憲法学専攻）
・参加費／無料（要申込み） ※託児あり（要申込み）
・申込方法／氏名、電話番号、申込人数を記入の上、FAXまたはメールでお申し込みください。
 参加申込締切は3/5（月）ですが、定員（350人）に達し次第締め切ります。

金沢市
三社町1-44

石川県保険医協会

石川県保険医協会　電話:076（222）5373　Eメール:ishikawa-hok@doc-net.or.jp

石 川 保 険 医 新 聞 2018年1月15日（毎月15日発行）（8）第549号 石 川 保 険 医 新 聞



在
日
米
軍
基
地
の
70
％

在
日
米
軍
基
地
の
70
％

【
司
会
（
斉
藤
）】　

今
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集

ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
城
北
病
院
で

麻
酔
科
を
担
当
し
て
い
る
斉
藤

で
す
。
今
回
、
辺
野
古
ツ
ア
ー

が
企
画
さ
れ
大
平
会
長
に
誘
わ

れ
て
行
き
ま
し
た
が
、
行
っ
て

良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
知
ら
な
い
の
と
知
る
の
と

で
は
全
然
違
う
と
い
う
の
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

今
日
は
４
人
の
先
生
方
に
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
ず

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
打
出
】　

打
出
と
申
し
ま
す
。

今
、
小
松
短
期
大
学
の
教
員

と
、
城
北
病
院
で
非
常
勤
婦
人

科
医
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

一
度
、
辺
野
古
に
は
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
瀬
長
亀
次
郎

さ
ん
の
動
画
がY

ouT
ube

に

あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
て
い
た

ら
、
う
わ
、
沖
縄
っ
て
す
ご
く

大
変
な
歴
史
を
持
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
な
と
思
っ
て
。
そ
う
い

う
思
い
と
、
ち
ょ
う
ど
斉
藤
先

生
の
お
声
か
け
と
い
う
こ
と
で

参
加
し
ま
し
た
。

【
喜
多
】　

喜
多
と
申
し
ま
す
。

野
々
市
市
で
内
科
を
開
業
し
て

い
ま
す
。
九
条
の
会
・
石
川
医

療
者
の
会
の
世
話
人
を
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
辺
野
古
米
軍
新

基
地
建
設
が
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
米
軍
基
地
の
問
題
は
、
保

団
連
の
非
核
・
平
和
部
会
で
３

年
前
か
ら
現
地
見
学
会
を
し
て

い
ま
し
た
。
今
ま
で
に
横
須
賀

海
軍
基
地
、
厚
木
空
軍
基
地
な

ど
も
見
学
し
ま
し
た
。
辺
野
古

新
基
地
は
こ
れ
ら
本
土
の
基
地

と
比
べ
て
も
特
異
な
状
態
で
あ

り
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

【
森
田
】　

城
北
病
院
研
修
医
１

年
目
の
森
田
裕
子
で
す
。
和
歌

山
の
山
奥
の
人
口
３
千
人
未
満

の
町
の
出
身
で
、
高
校
卒
業

後
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
留

学
し
た
後
、
医
学
部
を
受
験

し
、
富
山
に
来
ま
し
た
。
辺
野

古
と
普
天
間
基
地
は
医
学
生
の

と
き
に
一
度
訪
れ
て
い
て
、
今

回
は
当
時
の
状
況
か
ら
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
る
か
を
知
る

た
め
に
、
ま
た
現
状
を
学
ぶ
た

め
に
参
加
し
ま
し
た
。

【
平
田
】　

平
田
で
す
。
石
川
県

七
尾
市
能
登
島
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
辺
野
古
移
設
問
題
は
こ
れ

ま
で
も
保
団
連
の
定
期
大
会
や

理
事
会
で
も
た
び
た
び
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は

別
に
個
人
的
に
も
関
心
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
今
ま

で
自
分
が
持
っ
て
い
た
沖
縄
に

対
す
る
認
識
が
、
そ
の
場
に

立
っ
て
見
る
、
聞
く
、
新
た
な

情
報
に
接
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
中
で
何
か
変
化
す
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

【
司
会
】　

さ
て
、
本
題
に
入
り

ま
す
。

初
日
に
沖
縄
県
保
険
医
協
会

会
長
の
仲
里
尚
実
先
生
の
ご
講

演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
沖
縄
の

戦
後
の
歴
史
か
ら
今
の
辺
野
古

で
の
基
地
反
対
闘
争
に
至
る
ま

で
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
仲
里
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

ど
な
た
か
か
ら
ご
発
言
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
打
出
】　

仲
里
先
生
か
ら
い
た

だ
い
た
資
料
を
見
直
し
た
の
で

す
が
、
沖
縄
の
面
積
は
日
本
の

国
土
か
ら
す
る
と
全
国
の
０
・

６
％
で
す
。
一
方
、
沖
縄
県
に

存
在
す
る
在
日
米
軍
基
地
の
面

積
は
日
本
全
体
の
70
％
。
も

の
す
ご
い
偏
り
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
お
示
し
い
た
だ
い

て
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

仲
里
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
た
し
か

１
９
５
０
年
代
は
日
本
の
各
地

に
米
軍
基
地
が
あ
っ
た
の
で

す
ね
。

本
土
の
基
地
が
沖
縄へ

本
土
の
基
地
が
沖
縄へ

【
司
会
】　

海
兵
隊
が
岐
阜
に
い

た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

【
打
出
】　

え
え
。
そ
れ
が
本
土

の
人
た
ち
の
反
対
で
、
本
土
か

ら
は
基
地
が
な
く
な
っ
た
け
れ

ど
、
そ
の
分
沖
縄
に
集
中
し
た

と
。
そ
の
結
果
が
こ
れ
だ
と
い

う
よ
う
な
話
を
お
聞
き
し
て
、

何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

【
喜
多
】　

当
時
の
沖
縄
の
施
政

権
は
米
国
に
あ
り
ま
し
た
。

【
平
田
】　

な
お
か
つ
日
本
に

沖
縄
が
返
還
さ
れ
た
の
は

１
９
７
２
年
で
、
や
っ
ぱ
り
移

転
先
と
す
れ
ば
絶
好
の
場
所

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い

ま
す
。

【
司
会
】　

私
は
城
北
病
院
で
勤

務
し
て
い
て
、
先
輩
か
ら
内
灘

闘
争
の
話
を
入
職
当
時
か
ら
聞

い
て
い
ま
し
た
。
内
灘
闘
争
で

辺野古
 から見る平和辺辺辺新春

座談会

打出喜義氏

（
10
面
に
つ
づ
く
）

開 催 主 旨
2017年11月 2 日（木）～ 4日（土）に沖縄辺野古ツアーを開催し、

15人が参加しました。

普天間飛行場の移設に伴い辺野古沖に新基地建設の計画が進めら

れ、土砂搬入するキャンプシュワブゲート前では、基地建設に反対す

る住民による座り込み運動が続いています。基地が持つ問題として、

米軍機による事故や米軍関係者による事件などがありますが、本土で

はニュースになることはあまりありません。何が問題なのか、基地の

現実を見る必要があると考え、このツアーを企画しました。

座談会出席者（順不同）

 打出　喜義 氏 （金沢市・婦人科）

 森田　裕子 氏 （金沢市・研修医）

 喜多　　徹 顧　問 （野々市市・内科）

 平田　米里 副会長 （野々市市・歯科）

司 会／ 斉藤　典才 理　事 （金沢市・麻酔科）

石 川 保 険 医 新 聞 第549号（9）2018年1月15日（毎月15日発行）



石
川
か
ら
米
軍
を
追
い
出
し
た

話
を
好
意
的
に
考
え
て
い
た
の

で
す
が
、
背
景
に
そ
の
よ
う
な

事
実
が
あ
る
と
知
っ
て
ち
ょ
っ

と
暗
澹
た
る
思
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
と
仲
里
先
生
が
、
米

軍
が
沖
縄
に
上
陸
し
て
か
ら
直

ち
に
基
地
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ

た
。
そ
れ
は
国
際
法
の
ハ
ー
グ

陸
戦
法
規
第
46
条
「
私
有
財
産

は
こ
れ
を
没
収
す
る
こ
と
を
得

ず
」
に
違
反
し
て
い
た
と
い
う

よ
う
な
お
話
も
さ
れ
て
い
た
ん

で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
に
つ
い

て
は
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
。

【
平
田
】　

確
か
に
戦
勝
国
は
何

で
も
好
き
勝
手
に
で
き
る
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
終
戦
後
の

日
の
浅
い
と
き
な
ら
ま
だ
し

も
、
何
年
経
っ
て
も
状
況
が
悪

い
ま
ま
キ
ー
プ
さ
れ
て
い
る
の

は
、
や
っ
ぱ
り
日
米
安
保
と
か

地
位
協
定
の
問
題
が
あ
る
と
し

か
私
に
は
思
え
な
い
の
で
す
。

実
際
、
本
土
に
い
る
人
間
は
常

に
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
け

ど
、
沖
縄
の
人
た
ち
は
基
地
と

日
米
地
位
協
定
、
そ
れ
に
日
米

安
保
な
ど
に
つ
い
て
、
否
応
な

し
に
、
常
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る

状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

【
司
会
】　

わ
れ
わ
れ
は
普
段

日
米
安
保
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
な
い
け
れ

ど
、
や
っ
ぱ
り
沖
縄
の
人
た
ち

は
ど
う
し
て
も
考
え
ざ
る
を
得

な
い
。

【
打
出
】　

基
地
で
言
え
ば
、
仲

里
先
生
の
資
料
の
中
で
、
普
天

間
基
地
の
施
設
概
要
と
い
う
と

こ
ろ
で
私
有
地
が
92
％
と
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
ね
。
米
軍
基
地

所
有
形
態
比
率
を
本
土
と
沖
縄

と
比
べ
て
み
る
と
、
本
土
の
場

合
は
国
有
地
が
87
・
３
％
と
、

沖
縄
で
の
米
軍
基
地
の
土
地
の

所
有
形
態
も
全

く
違
う
。

【
平
田
】　

内
容

を
き
ち
ん
と
把

握
し
て
い
な
い

人
た
ち
は
、
土

地
を
貸
し
た
人

は
お
金
を
儲
け

て
、
銀
座
で
豪

遊
し
て
い
る
な

ど
と
批
判
的
な

コ
メ
ン
ト
を
し

ま
す
ね
。
確
か

に
そ
う
い
う
人

も
１
人
や
２
人

は
い
る
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど

も
、
大
多
数
は

違
う
ん
だ
と
い

う
の
が
ガ
イ
ド

の
方
の
話
で
し

た
ね
。

や
っ
ぱ
り
正

確
な
情
報
を
知

る
べ
き
だ
し
、

何
か
最
初
か
ら

偏
見
を
持
っ
て

い
な
い
か
、
ま
た
沖
縄
の
人
を

本
土
の
人
と
同
じ
「
人
権
が
保

障
さ
れ
て
い
る
」
日
本
人
と
し

て
こ
れ
ま
で
認
識
し
て
き
た
の

か
と
自
問
自
答
し
た
と
き
に
、

反
省
す
る
点
が
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

本
土
の
人
が
知
ら
な
い
日
常

本
土
の
人
が
知
ら
な
い
日
常

【
森
田
】　

沖
縄
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
全
国
紙
に
あ
ま
り
載

ら
な
い
と
い
う
の
も
問
題
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
の
新

聞
で
は
す
ご
く
問
題
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
、
全
国
紙
に
な
る

と
取
り
上
げ
ら
れ
方
が
別
の

ニ
ュ
ー
ス
に
負
け
て
し
ま
っ
て

い
る
と
か
、
報
道
の
面
で
も
と

て
も
差
別
的
じ
ゃ
な
い
か
と
懸

念
し
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
私
た
ち
は
知
ら

な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
ま
す
。
沖

縄
の
人
の
日
常
に
基
地
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
私
た
ち
の
日
常
に

基
地
は
な
い
で
す
し
、
暴
行
事

件
も
な
い
。
不
発
弾
も
毎
週
の

よ
う
に
処
理
が
行
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
も
な
い
。
米
軍
に
よ
る

騒
音
被
害
も
あ
ま
り
な
い
で
す

も
ん
ね
。
普
通
に
暮
ら
し
て
い

た
ら
。
そ
う
い
う
こ
と
も
全
然

違
う
な
っ
て
。

【
平
田
】　

作
家
の
百
田
尚
樹
さ

ん
が
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
と
琉
球

新
報
の
２
社
は
つ
ぶ
さ
ん
と
い

か
ん
と
言
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、
仲
里
先
生
は
沖
縄
の
民
意

が
そ
の
新
聞
に
そ
の
よ
う
な
ス

タ
ン
ス
を
求
め
る
の
で
あ
っ

て
、
新
聞
社
が
扇
動
的
に
動
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
土
に
い
る
わ
れ
わ
れ
は

沖
縄
の
民
意
や
意
向
そ
の
も
の

に
き
ち
ん
と
接
し
て
い
な
い
の

で
、
的
確
な
判
断
が
で
き
な
い

で
い
る
と
思
う
。
逆
に
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
え
て
わ
れ
わ

れ
が
陥
る
よ
う
な
、
何
ら
か
の

恣
意
的
な
力
が
働
い
て
い
る
ん

だ
と
も
思
う
。

【
喜
多
】　

本
土
の
メ
デ
ィ
ア
、

特
に
大
手
は
ほ
と
ん
ど
報
道
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

粘
り
強
い
非
暴
力
の
闘
い

粘
り
強
い
非
暴
力
の
闘
い

【
司
会
】　

そ
の
翌
日
に
嘉
数
展

望
台
で
普
天
間
基
地
を
見
て
、

そ
の
後
辺
野
古
へ
行
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
座
り
込
み
に

立
ち
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
沖
縄
民
医
連
の

瀬
長
和
男
さ
ん
の
お
話
を
お
聞

き
で
き
ま
し
た
。
こ
の
方
は
瀬

長
亀
次
郎
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
と

い
う
こ
と
を
私
は
初
め
て
知
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
か
な
り

詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
打
出
】　

お
話
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
体
を
張
っ
て
埋
め
立

て
用
の
石
の
搬
入
を
阻
止
し
て

い
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
も
無
抵

抗
で
座
り
込
ん
で
、
機
動
隊
が

そ
れ
を
邪
魔
だ
と
。
機
動
隊
も

ま
さ
か
人
を
ひ
い
て
行
け
ま
せ

ん
か
ら
、
座
り
こ
み
の
人
を
ゴ

ボ
ウ
抜
き
に
し
て
、
そ
し
て
抜

い
た
人
を
今
度
は
機
動
隊
が
つ

く
っ
た
バ
リ
ケ
ー
ド
、
バ
ス
と

人
の
急
ご
し
ら
え
の
檻
み
た
い

な
と
こ
ろ
に
ず
っ
と
２
時
間
も

３
時
間
も
拘
束
し
て
囲
っ
て
お

く
と
。
で
も
、
そ
の
お
か
げ
で

自
由
な
採
石
の
搬
入
が
ブ
ロ
ッ

ク
さ
れ
る
か
ら
、
そ
う
い
っ
た

意
味
で
の
抵
抗
運
動
に
は
な
っ

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い

う
お
話
は
す
ご
く
印
象
的
で
し

た
ね
。

【
司
会
】　

想
定
さ
れ
て
い
る
埋

め
立
て
工
事
で
ト
ラ
ッ
ク
何
台

分
の
土
砂
が
必
要
か
と
い
う
こ

と
は
計
算
で
き
る
の
で
、
１
日

の
搬
入
ト
ラ
ッ
ク
数
を
カ
ウ
ン

ト
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
工
事

が
始
ま
っ
た
２
０
１
４
年
に
菅

官
房
長
官
が
「
10
年
で
造
る
」

と
言
っ
て
い
た
の
が
、
計
算
上

で
は
１
０
０
年
か
か
る
と
い
う

話
は
印
象
に
残
り
ま
し
た
ね
。

【
平
田
】　

打
出
先
生
が
昨
日
の

メ
ー
ル
で
、
船
で
の
搬
入
の
話

を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

【
喜
多
】　

船
か
ら
土
砂
を
運
ぶ

ん
で
す
。
地
上
か
ら
で
は
ら
ち

が
あ
か
な
い
か
ら
。

【
森
田
】　

土
砂
の
搬
入
は
知
事

が
承
認
し
た
計
画
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
か
ら
、
本
来
だ
っ
た

ら
新
し
い
申
請
書
を
出
さ
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を

瀬
長
さ
ん
は
言
っ
て
い
た
ん
で

す
け
ど
、
今
回
そ
れ
な
し
で

や
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
な

と
思
っ
て
。
そ
れ
だ
と
強
引
な

や
り
方
で
す
よ
ね
。

【
打
出
】　

昨
日
の
沖
縄
タ
イ
ム

ス
に
記
事
が
出
て
い
ま
し
た
。

「
辺
野
古
、
新
基
地
建
設
で
防

衛
局
は
初
め
て
石
材
を
海
か
ら

搬
入
し
た
。
陸
路
に
加
え
海
上

か
ら
搬
入
す
る
こ
と
で
工
事
を

加
速
さ
せ
る
考
え
。
石
材
は
奥

港
で
積
み
込
ま
れ
た
が
、
十
分

な
説
明
が
な
く
、
区
民
は
反

発
」。
要
す
る
に
、
港
の
あ
る

区
民
は
反
発
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

【
喜
多
】　

あ
れ
も
結
局
、
沖
縄

県
知
事
の
許
可
が
い
る
ん
で
す

ね
。
と
こ
ろ
が
、
翁
長
知
事
が

不
許
可
を
出
す
と
、
国
は
裁
判

を
起
こ
す
。
裁
判
に
な
る
と
ま

ず
勝
て
な
い
ん
で
す
ね
、
県
は

国
に
対
し
て
の
裁
判
で
は
。
結

構
知
事
は
躊
躇
し
て
い
る
み
た

い
で
す
ね
。
ま
た
裁
判
に
な
っ

て
、
ま
た
負
け
る
と
、
今
度
は

も
う
合
法
的
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
。

【
司
会
】　

お
墨
つ
き
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
。

【
喜
多
】　

そ
う
そ
う
。
そ
れ

と
、
イ
ン
ド
独
立
の
ガ
ン
ジ
ー

の
非
暴
力
運
動
の
よ
う
な
、
息

の
長
い
こ
う
い
う
運
動
は
す
ご
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い
と
思
う
し
、
本
当
に
尊
敬
す

る
と
い
う
か
。
座
り
込
み
開
始

か
ら
何
日
と
か
っ
て
い
う
看
板

が
あ
り
ま
し
た
ね
。
千
日
以
上

に
わ
た
っ
て
こ
う
い
う
息
の
長

い
運
動
を
し
て
い
る
と
い
う
の

は
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
情
熱
だ
と
思
う
。
こ
れ

は
本
当
に
感
心
し
ま
す
ね
。

【
平
田
】　

結
局
、
座
り
込
み
運

動
の
よ
う
な
ゲ
ー
ト
で
の
闘
い

と
、
世
論
で
の
闘
い
、
そ
う
い

う
２
つ
が
な
い
限
り
は
、
ゲ
ー

ト
で
ど
れ
だ
け
阻
止
し
た
と
こ

ろ
で
、
結
局
は
や
ら
れ
る
だ
ろ

う
と
い
う
感
覚
は
持
っ
た
。

【
司
会
】　

２
０
１
８
年
２
月
に

名
護
市
長
選
が
あ
っ
て
、
今
の

稲
嶺
市
長
は
基
地
建
設
反
対
な

の
で
す
が
、
こ
の
『
石
川
保
険

医
新
聞
』
を
読
ま
れ
て
い
る
皆

さ
ん
に
も
こ
の
辺
野
古
の
運
動

の
こ
と
、
そ
れ
か
ら
名
護
市
長

選
の
意
味
合
い
を
知
っ
た
上
で

こ
の
選
挙
の
行
方
を
考
え
て
ほ

し
い
な
と
思
っ
た
の
が
、
今
回

こ
の
時
期
に
座
談
会
を
開
催

し
た
理
由
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。

海
兵
隊
は
抑
止
力
に
な
ら
な
い

海
兵
隊
は
抑
止
力
に
な
ら
な
い

【
喜
多
】　

実
は
、
海
兵
隊
基
地

を
沖
縄
に
ど
う
し
て
も
置
く
意

義
は
あ
ま
り
な
い
で
す
。
有
力

知
日
家
と
言
わ
れ
る
、
ア
ー
ミ

テ
ー
ジ
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
も
、

「
ど
う
し
て
も
辺
野
古
に
造
ら

な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。「
辺
野
古
に

造
る
の
は
、
日
本
政
府
の
都
合

だ
」
と
言
い
ま
す
。

【
司
会
】　

そ
れ
は
、
先
制
攻
撃

す
る
の
は
陸
軍
、
海
軍
で
あ
っ

て
、
海
兵
隊
は
後
か
ら
上
陸
す

る
と
い
う
、
軍
事
に
お
け
る

海
兵
隊
の
性
格
上
の
問
題
で

す
ね
。

【
喜
多
】　

そ
う
で
す
。
あ
れ
は

一
つ
の
日
本
人
の
誤
解
で
、
ア

メ
リ
カ
海
兵
隊
と
い
う
の
は
沖

縄
や
日
本
を
守
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
ん
で
す
よ
。
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
行
く
機
動
性
を
持
っ

て
い
て
、
世
界
中
に
出
張
す
る

の
が
海
兵
隊
の
主
な
任
務
で
す

か
ら
。

【
司
会
】　

抑
止
力
に
な
ら
な
い

ん
で
す
よ
ね
。

【
喜
多
】　

な
ら
な
い
で
す
よ

ね
。
ど
う
し
て
日
本
政
府
が
辺

野
古
に
執
着
す
る
の
か
僕
も
分

か
ら
な
い
。

【
司
会
】　

あ
れ
は
１
９
９
５
年

で
す
か
海
兵
隊
２
人
と
海
軍
軍

人
１
人
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件

が
あ
っ
て
、
そ
の
事
件
が
契
機

に
な
っ
て
、
実
際
に
辺
野
古
移

転
が
決
ま
っ
た
の
が
橋
本
首
相

の
と
き
で
し
た
ね
。
安
倍
政
権

に
な
っ
て
そ
の
流
れ
は
加
速
し

ま
し
た
け
ど
、
前
か
ら
辺
野
古

移
転
は
決
ま
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

【
森
田
】　

ア
メ
リ
カ
側
に
は
、

グ
ア
ム
に
移
転
と
い
う
話
も

あ
っ
た
。

【
喜
多
】　

ア
メ
リ
カ
も
経
費
削

減
の
た
め
、
沖
縄
海
兵
隊
の
全

面
グ
ア
ム
移
転
の
話
も
あ
っ
た

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
側

が
ア
メ
リ
カ
に
ど
う
し
て
も

残
っ
て
く
れ
と
懇
願
し
た
の
で

す
。
ま
っ
た
く
お
か
し
な
話

で
す
。

【
司
会
】　

た
だ
、
現
時
点
で
は

国
民
は
や
は
り
北
朝
鮮
問
題
を

含
め
て
、
日
米
安
保
に
す
ご
く

期
待
し
て
い
ま
す
ね
。
ア
メ
リ

カ
に
守
っ
て
も
ら
お
う
と
。
し

か
し
、
少
な
く
と
も
海
兵
隊
は

そ
れ
に
資
す
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

座
り
込
み
は

雇
わ
れ
てい
る
の
で
は
な
い

座
り
込
み
は

雇
わ
れ
てい
る
の
で
は
な
い

【
平
田
】　

少
し
話
は
変
わ
り
ま

す
が
、
沖
縄
の
人
々
が
ど
ん
な

意
識
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
の
で
す
が
、
仲

里
先
生
と
与
儀
さ
ん
が
し
つ
こ

く
言
っ
て
い
た
、
瀬
長
さ
ん
も

言
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
ま
ず
座
り
込
み
を
し
て

い
る
人
た
ち
は
決
し
て
雇
わ
れ

て
そ
こ
に
参
集
し
た
人
間
で
は

な
い
。
本
当
に
心
か
ら
反
対
の

志
を
持
っ
て
そ
こ
に
座
り
込
み

を
し
て
、
逮
捕
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
危
機
を
感
じ
な

が
ら
や
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
。
一
方
、
日
本
の
中
で
は

多
く
の
人
が
沖
縄
の
人
だ
っ
て

基
地
が
な
く
な
っ
た
ら
も
の
す

ご
く
困
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
。
だ
け
ど
、
せ
い
ぜ
い
基
地

の
経
済
的
な
効
果
は
５
％
だ
け

で
す
。
５
％
の
た
め
に
こ
ん
な

リ
ス
ク
を
負
っ
て
、
こ
ん
な
人

権
無
視
の
よ
う
な
ひ
ど
い
状
況

を
放
置
す
る
ん
で
す
か
と
い
う

こ
と
を
訴
え
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

と
、
普
天
間
基
地
に
つ
い
て

は
、
こ
ん
な
近
く
に
住
居
が
あ

る
の
か
と
感
じ
て
や
っ
ぱ
り

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
す
ぐ
そ
こ

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
落
ち
た
沖

縄
国
際
大
学
も
あ
っ
て
。
滑
走

路
の
最
低
何
キ
ロ
以
内
は
居
住

し
て
は
い
け
な
い
と
か
っ
て
い

う
規
制
が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。

【
喜
多
】　

ア
メ
リ
カ
の
場
合
は

特
権
な
ん
で
す
。
厚
木
も
そ
う

な
ん
で
す
。
周
り
全
部
ゲ
ー
ト

に
囲
ま
れ
て
。

【
森
田
】　

基
地
の
近
く
に
住
む

方
が
悪
い
と
い
う
考
え
方
の
人

も
、
本
土
に
は
い
る
ん
で
す
け

ど
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
よ
ね
。

も
と
も
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
た

と
こ
ろ
を
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
で
追
い
出
さ
れ
た
人
た
ち

な
の
に
。
収
容
所
に
入
れ
ら
れ

て
帰
っ
た
ら
奪
わ
れ
て
い
た
と

い
う
状
況
な
の
に
、
や
っ
ぱ
り

そ
れ
も
誤
解
が
あ
る
な
と
思
い

ま
す
。

基
地
の
経
済
効
果
は
たっ
た
５
％

基
地
の
経
済
効
果
は
たっ
た
５
％

【
司
会
】　

さ
っ
き
平
田
先
生
が

言
わ
れ
た
、
僕
ら
本
土
の
人
た

ち
は
、
沖
縄
の
人
は
基
地
が
あ

る
お
か
げ
で
国
か
ら
お
金
が

入
っ
て
潤
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と

い
う
誤
解
が
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
基
地
に
よ
る
経
済
効
果

は
何
％
か
ら
何
％
に
減
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

【
喜
多
】　

復
帰
直
後
は
16
％
、

２
０
１
３
年
に
５
％
ま
で
縮
小

し
た
。

【
平
田
】　

与
儀
さ
ん
の
話
で

は
、
わ
れ
わ
れ
が
宿
泊
し
た
ホ

テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
那
覇
新
都
心

は
沖
縄
戦
の
主
戦
場
の
真
ん
中

に
位
置
し
て
い
た
が
、
終
戦
後

も
長
く
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
周
辺
を
含
め
２
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
の
土
地
が

一
括
し
て
返
さ
れ
た
ら
、
そ
れ

な
り
に
観
光
地
と
し
て
成
立
す

る
く
ら
い
の
立
派
な
街
に
な
る

ん
だ
と
い
う
の

を
実
例
と
し
て

見
て
る
わ
け

で
、
や
っ
ぱ
り

基
地
は
な
く

な
っ
た
ほ
う
が

い
い
ん
だ
な
と

思
う
。

【
喜
多
】　

太
田

知
事
の
時
代

は
、
２
０
１
５

年
ま
で
に
米
軍

基
地
全
廃
の
決

議
も
し
た
の
で

す
よ
。
こ
れ
は

完
全
に
反
故
に

な
り
ま
し
た
。

【
司
会
】　

沖
縄

県
の
民
意
は
基

地
の
な
い
沖
縄

を
目
指
し
て
い

る
と
思
い
ま
す

が
、
本
土
に
住

む
者
と
し
て
、

そ
れ
を
知
る
情

報
と
し
て
は
、

例
え
ば
衆
議
院

議
員
、
国
会
議
員
で
基
地
反
対

派
の
人
た
ち
が
ど
れ
く
ら
い
当

選
し
て
い
る
か
と
か
、
そ
れ
を

知
れ
ば
少
し
で
も
伝
わ
り
ま
す

か
ね
。
ほ
と
ん
ど
基
地
反
対
派

の
人
た
ち
が
通
っ
て
い
る
と

い
う
。

誰
だって
基
地
な
ん
てい
ら
な
い

誰
だって
基
地
な
ん
てい
ら
な
い

【
平
田
】　

沖
縄
の
先
生
た
ち
と

僕
は
個
人
的
に
も
話
す
機
会
が

あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、「
関
心

を
持
っ
て
く
れ
る
の
も
よ
い

が
、
本
土
に
基
地
を
持
っ
て
く

る
よ
う
な
運
動
を
し
て
も
ら
え

な
い
？　

そ
れ
が
で
き
る
ん
な

ら
真
剣
度
が
分
か
る
よ
」
と
言

わ
れ
る
と
、
僕
に
は
そ
こ
ま
で

の
覚
悟
は
な
い
ん
だ
な
と
。
逆

に
、
米
軍
の
基
地
は
全
部
い
ら

喜多徹顧問

平田米里副会長

（
12
面
に
つ
づ
く
）
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な
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
ま
で
い

く
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
躊

躇
す
る
。

【
喜
多
】　

そ
れ
は
本
土
の
人
間

の
ず
る
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

誰
だ
っ
て
基
地
な
ん
て
い
ら
な

い
ん
で
す
よ
。
あ
あ
い
う
も
の

は
迷
惑
施
設
に
違
い
な
い
ん
で

す
。
保
守
系
の
人
た
ち
は
安
保

も
必
要
だ
し
、
中
国
や
北
朝
鮮

の
問
題
が
あ
る
か
ら
や
っ
ぱ
り

米
軍
に
は
い
て
ほ
し
い
け
ど

も
、
で
も
自
分
の
街
に
基
地
は

い
ら
な
い
。
い
ら
な
い
も
の
は

み
ん
な
沖
縄
に
持
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
の
が
本
土
人
の

本
音
な
ん
で
す
。

【
司
会
】　

じ
ゃ
、
本
土
の
人
に

も
う
ち
ょ
っ
と
意
識
を
変
え
て

も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

で
す
か
。

【
打
出
】　

や
っ
ぱ
り
想
像
力
を

少
し
働
か
す
。
例
え
ば
、
自
分

の
家
の
す
ぐ
上
に
う
わ
ー
っ
と

で
っ
か
い
飛
行
機
が
飛
ん
で
、

飛
ん
で
い
る
だ
け
な
ら
ま
だ
し

も
、
も
の
す
ご
い
音
で
す
よ

ね
。
落
下
物
は
あ
る
し
、
時
々

落
ち
る
。
そ
し
て
、
基
地
外
に

落
ち
て
も
、
日
本
の
消
防
と
か

警
察
さ
え
も
実
地
見
聞
も
で
き

な
い
し
。

【
平
田
】　

治
外

法
権
に
な
っ
て

い
る
し
ね
。
米

軍
が
起
こ
す
人

身
事
故
な
り
交

通
事
故
な
り

を
、
わ
れ
わ
れ

が
身
近
で
も
し

経
験
し
た
り
、

見
た
り
し
た
ら

絶
対
許
容
で
き

な
い
よ
ね
。

【
打
出
】　

そ
う

で
す
よ
ね
。
だ

か
ら
そ
う
い
う

話
を
遠
い
沖
縄

の
人
の
話
だ
と

聞
く
の
で
は
な

く
て
、
や
っ
ぱ

り
想
像
す
る
力

を
少
し
で
も
養

う
と
い
う
か
。

も
し
金
沢
で
こ

の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
ら

と
想
像
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

い
や
、
そ
れ
は

大
変
で
す
よ
。

空
か
ら
ち
ょ
っ

と
飛
行
機
の
部

品
が
落
ち
て
き
た
だ
け
で
も
大

騒
ぎ
な
の
に
、
こ
ん
な
ど
で
か

い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
落
ち
て
。

【
平
田
】　

金
沢
の
泉
に
自
衛
隊

の
戦
闘
機
が
落
ち
た
こ
と
あ
り

ま
す
。
何
人
か
亡
く
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

【
打
出
】　

あ
と
、
女
性
が
レ
イ

プ
さ
れ
た
事
件
と
か
、
そ
れ
が

頻
繁
に
起
こ
っ
た
り
。

【
平
田
】　

昔
は
も
っ
と
深
刻

だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
し
て

も
米
軍
人
も
軍
属
も
罪
を
犯
し

て
も
捕
ま
ら
な
い
。
日
本
の
警

察
も
裁
判
所
も
手
が
出
せ
な
い

と
い
う
の
も
ね
・
・
・
。

日
米
地
位
協
定
で
は

日
米
地
位
協
定
で
は

【
司
会
】　

ち
ょ
っ
と
日
米
地
位

協
定
の
こ
と
に
触
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ド
イ

ツ
の
地
位
協
定
と
、
日
本
は
な

ぜ
こ
ん
な
に
違
う
の
で
し
ょ

う
か
。

【
喜
多
】　

日
米
地
位
協
定
の
矛

盾
は
最
近
よ
く
指
摘
さ
れ
ま
す

が
、
協
定
の
も
と
に
な
っ
て
い

る
の
は
日
米
安
保
条
約
で
す
。

こ
れ
は
ご
存
じ
の
通
り
完
全
な

片
務
条
約
で
、
ア
メ
リ
カ
は
日

本
を
守
る
け
ど
日
本
は
ア
メ
リ

カ
を
守
る
必
要
は
な
い
と
い
う

も
の
な
ん
で
す
。
こ
の
こ
と
に

わ
が
政
府
は
、
負
い
目
を
感
じ

て
い
る
。
だ
か
ら
米
軍
人
軍
属

が
起
こ
す
、
交
通
事
故
、
レ
イ

プ
、
喧
嘩
な
ど
の
行
為
へ
の
刑

事
責
任
の
追
及
が
甘
く
な
る
。

大
目
に
み
る
こ
と
に
な
る
。
日

本
政
府
だ
っ
て
地
位
協
定
の
矛

盾
は
分
か
っ
て
い
る
。
け
ど
本

気
で
改
定
し
よ
う
と
し
な
い
。

【
司
会
】　

少
な
く
と
も
被
害
に

遭
っ
た
人
の
家
族
な
ど
の
感
情

か
ら
考
え
れ
ば
、
見
直
す
べ
き

で
す
よ
ね
。

【
平
田
】　

現
状
の
ま
ま
、
喜
多

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
米

軍
は
日
本
を
守
る
、
で
も
日
本

は
そ
の
逆
は
し
な
い
ま
ま
で
よ

い
と
の
条
約
を
放
置
す
る
な

ら
、
米
国
に
負
い
目
を
感
じ
続

け
る
の
だ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
渉
の
場
面
で
弱
腰
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
し
て
結
局
の

と
こ
ろ
、
憲
法
９
条
に
も
関
与

し
て
く
る
か
ら
、
せ
め
て
、
９

条
の
一
部
改
憲
で
米
国
の
ご
機

嫌
う
か
が
い
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
だ
ろ
う
な
ぁ
な
ど
と
思
い

ま
す
。

【
司
会
】　

今
年
３
月
の
当
会
定

期
総
会
・
記
念
講
演
講
師
に

お
招
き
す
る
木
村
草
太
さ
ん

の
『
憲
法
と
い
う
希
望
』
を
直

前
に
読
ん
で
い
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
実
は
こ
の
問
題
っ
て

２
度
ほ
ど
の
閣
議
決
定
だ
け
で

進
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。
木
村

草
太
さ
ん
の
主
張
は
、
そ
の
地

域
の
自
治
権
、
あ
る
い
は
名
護

市
の
自
治
権
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
だ
け
大
き
な
問
題
は

法
律
を
つ
く
っ
て
対
処
す
べ
き

だ
し
、
地
元
の
意
見
を
国
は
聞

く
べ
き
で
、
住
民
投
票
を
す
べ

き
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

【
打
出
】　

辺
野
古
に
移
す
の

は
、
閣
議
決
定
だ
け
な
ん
で

す
か
。

【
喜
多
】　

辺
野
古
移
転
は
日
米

共
同
特
別
委
員
会
で
決
め
た
ん

で
す
け
ど
、
あ
る
意
味
で
住
民

の
頭
越
し
に
や
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
な
ぜ
辺
野
古
に
決
め
た

か
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
何
か

理
由
づ
け
は
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
け
ど
。

【
司
会
】　

そ
こ
に
は
住
民
の
意

思
は
な
い
で
す
ね
。

【
喜
多
】　

や
っ
ぱ
り
頭
越
し
。

あ
ん
ま
り
住
民
の
意
思
は
入
ら

な
か
っ
た
。

【
森
田
】　

辺
野
古
の
土
地
と
い

う
の
は
誰
の
土
地
だ
っ
た
ん
で

す
か
。
今
、
予
定
さ
れ
て
い
る

工
事
の
場
所
は
県
の
土
地
で
す

か
？

【
平
田
】　

い
や
、
個
人
の
土
地

に
な
ら
な
い
よ
う
に
海
の
ほ
う

に
行
っ
た
ん
で
す
。

【
喜
多
】　

埋
め
立
て
申
請
書
と

い
う
の
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
知
事
権
限
だ
っ
た
ら
し
い
ん

で
す
け
ど
、
一
度
、
仲
井
眞
知

事
は
許
可
し
た
ん
だ
ね
。
そ
の

埋
め
立
て
許
可
を
出
し
た
の
を

翁
長
知
事
が
取
り
消
し
た
。
今

度
ま
た
国
が
提
訴
し
て
、
そ
し

た
ら
裁
判
で
は
国
勝
訴
。
最
高

裁
で
も
一
応
確
定
と
い
う
こ
と

に
は
な
っ
た
。

【
森
田
】　

県
民
の
意
思
み
た
い

な
の
は
全
く
入
ら
な
い
で
す

よ
ね
。

【
喜
多
】　

入
ら
な
い
で
す
ね
。

翁
長
知
事
は
オ
ー
ル
沖
縄
で
一

応
当
選
し
た
。
だ
か
ら
、
埋
め

立
て
不
許
可
は
県
民
の
意
思
と

考
え
て
も
い
い
と
は
思
う
ん
で

す
け
ど
。
で
も
国
は
そ
れ
を
裁

判
で
勝
っ
て
、
取
り
消
し
の
取

り
消
し
を
し
た
と
い
う
感
じ

か
な
。

誤
解
を
と
い
て
ア
ク
シ
ョンへ

誤
解
を
と
い
て
ア
ク
シ
ョンへ

【
司
会
】　

話
題
は
尽
き
な
い
の

で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
最
後
、
皆

さ
ん
に
一
言
ず
つ
、
未
来
志
向

型
で
今
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
喜
多
】　

最
終
的
に
は
、
辺
見

庸
氏
と
目
取
真
俊
氏
の
著
書

『
沖
縄
と
国
家
』
に
も
あ
る
と

お
り
、
日
米
安
保
条
約
を
ど
う

す
る
か
に
帰
結
す
る
と
思
う
。

広
い
意
味
で
の
「
沖
縄
基
地
問

題
」
の
解
決
策
は
、
本
土
の
わ

れ
わ
れ
が
腹
を
据
え
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と

思
う
。

【
打
出
】　

仲
里
先
生
が
お
示
し

に
な
っ
た
資
料
の
中
で
、
キ
ン

グ
牧
師
の
言
葉
が
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。「
最
大
の
悲
劇
、
そ

れ
は
善
意
の
人
の
沈
黙
と
無
関

心
」。
で
す
か
ら
、
距
離
的
に

は
沖
縄
は
離
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
や
は
り
同
じ
日

本
の
仲
間
で
す
よ
ね
。
そ
う
い

う
人
た
ち
の
日
常
の
苦
し
み
と

か
、
気
持
ち
に
共
感
す
る
と
い

う
か
、
想
像
す
る
と
い
う
か
。

そ
う
い
う
力
が
あ
れ
ば
、
今
の

最
大
の
悲
劇
か
ら
少
し
ず
つ
抜

け
出
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
。

【
森
田
】　

や
っ
ぱ
り
誤
解
が
多

い
で
す
よ
ね
。
沖
縄
と
沖
縄
以

外
に
住
ん
で
い
る
人
と
の
誤
解

を
解
い
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

海
兵
隊
が
抑
止
力
に
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
と
か
、
沖
縄

の
軍
事
基
地
の
土
地
で
沖
縄
の

人
が
儲
か
っ
て
い
る
と
い
う
ウ

ソ
や
、
本
当
は
沖
縄
に
返
還
さ

れ
た
ほ
う
が
商
業
地
と
し
て

も
っ
と
発
展
す
る
と
か
、
座
り

込
み
運
動
を
し
て
い
る
人
た
ち

は
お
金
を
も
ら
っ
て
し
て
い
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
小
さ
な

こ
と
ま
で
、
も
の
す
ご
く
誤
報

が
多
い
の
で
、
正
確
な
情
報
を

届
け
て
く
れ
る
新
聞
な
ど
を
正

当
に
評
価
し
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
ね
。

【
平
田
】　

自
分
の
中
で
の
小
さ

な
結
論
で
す
け
れ
ど
も
、
辺
野

古
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、

人
権
、
政
治
、
経
済
な
ど
全
て

の
問
題
に
通
じ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
理
解
を
深
め
、
何
ら
か
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
。
ま
た

は
探
る
た
め
に
も
う
一
度
沖
縄

へ
と
い
う
の
が
僕
の
中
で
の
ま

と
め
で
す
。

【
司
会
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
沖
縄
の
問
題

は
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た
い

し
、『
石
川
保
険
医
新
聞
』
も

そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

斉藤典才理事

2時間にわたり大いに語り合った
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あ
る
日
の
診
察
室
の
風
景
。

３
カ
月
の
乳
児
の
予
防
接
種
に

お
母
さ
ん
が
や
っ
て
来
た
。
２

歳
く
ら
い
の
お
兄
ち
ゃ
ん
も
一

緒
で
あ
る
。
母
親
の
物
腰
は
穏

や
か
で
、
お
化
粧
も
控
え
め
。

さ
て
診
察
し
ま
し
ょ
う
と
赤
ん

坊
に
向
き
合
う
と
、
わ
が
子
を

抱
く
母
親
の
指
に
は
素
敵
な
ネ

イ
ル
ア
ー
ト
。
思
わ
ず
見
と
れ

て
し
ま
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
と

見
る
と
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い

る
。
そ
の
指
使
い
は
慣
れ
た
も

の
で
、
ア
ニ
メ
ら
し
い
ア
イ
テ

ム
を
次
々
と
サ
ー
フ
ィ
ン
。
全

く
う
ら
や
ま
し
い
鮮
や
か
な
操

作
。
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
私
の

記
憶
も
、
40
年
以
上
前
の
学
生

時
代
に
サ
ー
フ
ィ
ン
す
る
。

そ
れ
は
学
生
時
代
の
小
児
科

の
ポ・

リ・

ク・

リ・

で
の
一
コ
マ
。
学

生
に
は
人
望
の
厚
か
っ
た
Ｔ
教

授
の
診
察
。
乳
児
を
抱
い
て
、

教
授
の
前
に
座
っ
た
若
い
母
親

は
緊
張
の
面
持
ち
。
T
教
授

は
穏
や
か
に
母
親
に
話
し
か
け

る
、
と
、
そ
の
時
、
T
教
授

の
額
に
一
瞬
青
い
稲
妻
が
走
っ

た
。「
お
母
さ
ん
、
大
切
な
赤

ち
ゃ
ん
を
育
て
る
最
中
に
、
そ

れ
は
よ
ろ
し
く
な
い
・
・
・
」。

そ
の
母
親
の
指
先
に
は
う
っ
す

ら
と
マ
ニ
キ
ュ
ア
が
施
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ご
く

控
え
め
な
も
の
だ
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
当
時
は
か
な
り
先
端
的

な
オ
シ
ャ
レ
。
Ｔ
教
授
は
乳
児

の
肌
に
化
学
物
質
が
接
触
す
る

こ
と
を
戒
め
た
の
で
あ
る
が
、

子
育
て
に
臨
む
母
親
の
心
構
え

も
説
き
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
母
親
は
泣
き
出
さ
ん
ば
か

り
。
何
の
病
気
で
あ
っ
た
か
は

す
っ
か
り
忘
れ
た
の
だ
が
、
時

代
と
共
に
、
母
親
の
爪
の
あ
り

よ
う
も
大
き
く
変
化
し
た
よ

う
だ
。

そ
の
Ｔ
教
授
も
定
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
最
終
講
義
が
行

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
テ
ー

マ
は
「
よ
い
子
強
い
子
の
育
て

方
10
則
」
と
い
う
題
で
あ
っ

た
。
内
容
の
詳
細
は
、
年
月
と

共
に
私
の
記
憶
か
ら
枯
れ
落
ち

て
お
り
、
ま
た
、
時
勢
に
合
わ

な
い
も
の
も
あ
る
と
も
思
え
る

が
、
今
の
目
で
足
早
に
振
り

返
っ
て
み
る
。

ま
ず
第
１
は
「
幸
せ
な

結
婚
」。
次
い
で
「
喜
び
の

妊
娠
」、
３
番
目
は
「
安
ら

か
な
妊
娠
中
の
生
活
」、
４

番
目
が
「
安
心
の
出
産
」
へ

と
続
く
。
い
ず
れ
も
新
し
い

生
命
を
迎
え
る
た
め
の
あ
り

方
で
あ
る
。
初
々
し
い
カ
ッ
プ

ル
の
誕
生
は
老
生
で
も
心
温
ま

る
。
し
か
し
、
結
婚
自
体
が
希

少
な
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
る
の

が
現
実
で
あ
り
、
ま
た
、
せ
っ

か
く
授
か
っ
た
命
も
、
そ
れ

を
産
み
育
て
る
環
境
に
な
い
女

性
が
人
知
れ
ず
出
産
し
、
赤
ん

坊
の
生
命
が
失
わ
れ
る
事
例
の

報
道
が
相
次
ぐ
。
胎
内
の
脈
打

つ
生
命
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
れ

を
失
う
母
親
の
心
中
は
い
か
ば

か
り
で
あ
ろ
う
か
？　

ま
だ
若

す
ぎ
た
ゆ
え
の
結
末
か
、
は
た

ま
た
生
活
苦
の
果
て
の
出
来
事

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
大

い
な
る
孤
独
に
差
し
伸
べ
ら
れ

る
手
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

遠
く
は
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
以
来
、

異
性
が
出
会
え
ば
生
命
が
生
じ

る
の
は
洋
の
東
西
を
問
わ
な

い
。
そ
の
生
命
を
、
希
望
と
喜

び
を
持
っ
て
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
で
あ
り
た
い
。

第
５
か
ら
は
「
母
乳
に
戻

れ
」、「
身
体
の
鍛
錬
・
こ
こ
ろ

の
鍛
錬
」、「
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

よ
う
」、「
休
養
も
必
要
」
そ
し

て
最
後
は
「
家
庭
の
子
ど
も
か

ら
社
会
の
子
ど
も
へ
」
と
続

く
。
い
ず
れ
も
、
育
児
の
要
諦

で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
こ

で
こ
れ
ら
の
詳
細
に
言
及
す
る

紙
面
は
す
で
に
尽
き
た
。

本
稿
の
最
初
に
登
場
し
た
、

ス
マ
ホ
を
巧
み
に
操
る
２
歳
児

に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
次
代
の
子
ど
も
た
ち

は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関

わ
ら
ず
、
Ｉ
Ｔ
に
囲
ま
れ
た
社

会
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
物
心

付
く
前
か
ら
ス
マ
ホ
に
子
守
さ

れ
た
、
こ
の
子
た
ち
の
未
来
が

ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か

は
、
未
知
ゆ
え
の
不
安
が
禁
じ

得
な
い
。
か
く
な
る
上
は
、
Ｉ

Ｔ
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
創
り
出

さ
れ
る
社
会
を
制
御
す
る
、
次

代
の
人
智
に
希
望
を
託
す
の
み

で
あ
る
。

青
い
空
に
白
い
雲
が
ゆ
っ
く

り
流
れ
る
の
を
、
ぼ
ん
や
り
と

眺
め
た
静
か
な
時
を
、
ゆ
か
し

く
思
う
の
は
、
単
な
る
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う

か
？

２
０
１
７
年
11
月
16
日

（
木
）、
第
６
回
目
の
『
福
祉

マ
ッ
プ
』
出
前
講
座
を
七
尾
市

の
介
護
老
人
保
健
施
設
「
鶴
友

苑
」
で
開
催
、
事
務
局
が
講
師

を
務
め
ま
し
た
。
企
画
は
、
以

前
に
も
出
前
講
座
を
開
催
し
て

い
た
だ
い
た
能
登
地
区
支
援
相

談
部
会
の
方
々
で
す
。
今
回

は
、
第
１
章
「
医
療
保
険
制
度

と
医
療
費
助
成
制
度
」
の
う

ち
、
現
在
進
行
形
で
制
度
が
改

変
さ
れ
て
い
る
、
高
額
療
養
費

お
よ
び
入
院
時
食
事
療
養
費
制

度
に
つ
い
て
解
説
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
入
院
時
食
事

療
養
費
制
度
で
は
、
90
日
超
え

入
院
の
方
や
所
得
境
界
層
の
方

へ
の
減
免
制
度
も
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
す
べ
て
申
請
主
義

で
あ
り
、
制
度
を
知
ら
な
い
ば

か
り
に
支
援
が
行
き
届
い
て
い

な
い
現
状
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

医
療
・
福
祉
関
係
者
が
制
度

を
学
び
、
患
者
・
利
用
者
に
適

切
な
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
の

重
要
性
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
に

よ
る
制
度
の
整
備
・
周
知
不
足

に
つ
い
て
、
保
険
医
協
会
と
し

て
現
場
の
多
職
種
と
連
携
し
て

声
を
上
げ
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
出
前
講
座
の
依

頼
、
ご
相
談
は
協
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

	
（
事
務
局　

大
田
健
志
）

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第22回》

北
谷

　秀
樹
（
か
ほ
く
市
・
小
児
科
）

よ
い
子
強
い
子
を

　
　
　育
て
る
？

第6回『福祉マップ』出前講座
高額療養費・

入院時食事療養費制度を解説

医療・福祉制度の解説
　第１章　医療保険制度と医療費助成制度
　第２章　生活支援のための各種制度
　第３章　高齢者の福祉・医療
　第４章　障害のある人の福祉
　第５章　出産・子育て支援の制度
　第６章　権利擁護
　第７章　その他の
  福祉関連制度

県内市町の
医療費助成制度・福祉制度

資料編
（福祉施設、行政・相談窓口一覧など）

■発行日／2016年1月31日
■定　価／1,900円（税込）
■体　裁／A4判、389ページ

『福祉マップ  改訂第９版』

医療費助成制度・福祉制度

第１部

第2部

第3部

出前講座ご利用ください!
『 』

「出前講座」では、医療制度、高齢者の福祉・医療、障害のある人の福祉、生活支援のための制度など、ご希
望のテーマに合わせて、実際に『福祉マップ』の編集に携わった編集委員等を講師として派遣いたします。

• 講師： 石川県保険医協会が作成した『福祉マップ』の編集委員等
• 経費： 講師料は無料です。 交通費については、 別途相談に応じます。
 ※会場の準備・手配、 参加者募集については、 貴方にてお願いします。

石川県保険医協会 電話 076（222）5373　ＦＡＸ 076（231）5156
Ｅメール　ishikawa-hok@doc-net.or.jp

詳細・申し込みについては、保険医協会までお問い合わせください。

制度の問題点なども共有した（11月16日・鶴友苑）
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HAPPY NEW YEAR

石川県保険医協会

本紙を作成するにあたり、その製作費の一部を掲載各社より
ご協賛いただきました。 ありがとうございました。

株式会社 三谷サービスエンジン
〒921－8801  石川県野々市市御経塚3丁目47番地

TEL：076－214－3311（代表）
FAX：076－214－3312　　　　

JXTGエネルギー（ENEOS）特約店

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル8階
TEL（076）222‐5373
FAX（076）231‐5156

保険医協会の共済制度を取り扱っています。
代表取締役　大　平　政　樹

㈲ヒポクラテス

〒920‐0061　金沢市問屋町1‐72
TEL（076）239‐1223  FAX（076）239‐1224

代表取締役社長　山上   公介

石川米油株式会社

ESSO

石油製品御小売販売・車検整備・介護事業

金沢支社

〒920-0853 金沢市本町2-15-1 ポルテ金沢8F
三井生命保険株式会社　℡076-263-3256

〒921‐8161  金沢市有松4丁目3番26号
TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897

E-mail ： eigyo@sonoda-p.com

ソノダ印刷株式会社

『石川保険医新聞』『病院マップ』などを印刷させていただいております。
保険医協会会員の先生方の自費出版などは、格安にて承ります。

パナソニック メディコムネットワークス株式会社
〒920-0022 石川県金沢市北安江1-3-24 金沢フロントビル7F
TEL：076(234)1411 FAX：076(233)7633
ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｐａｎａｓｏｎｉｃ．ｃｏ．ｊｐ/ｈｃｃ/ｐｈｃ/ｐｈｃｍｎｃ/

電子カルテ▪レセプトコンピューター及び関連周辺機器

金 沢
営業所

医療業界とオフィスの未来への発展を目指し、
              常に挑戦し続ける総合商社

富士フイルム・キヤノン代理店

株式
会社

〒920-0804　金沢市鳴和2-9-25
TEL（076）252-4381   FAX（076）252-4377　
カメラ・写真材料・医療機器・事務機・AV機器

〒920-8205 石川県金沢市大友2丁目83番地
TEL：076－239－3252   FAX：076－239－3251

http://www.iwai-gr.co.jp

最前線の医療現場と最新のテクノロジーを結び続けて50年

〒920-0015 金沢市諸江町上丁574番地
TEL（076）221-3141㈹ FAX（076）262-5142

http://www.me-komura.com/

野々市市下林2丁目94番地

会員の先生へ

●問い合わせ先Eメール　ishikawa-hok@doc-net.or.jp

『石川保険医新聞』 
アーカイブズについて 

『石川保険医新聞』の創刊号から最新号までのPDF化が終了し、会員
の皆様にいつでも閲覧･ダウンロードしていただくことが可能になりまし
た。当面の間、試験運用として、ホームページにアップ
ロードしましたので、ご覧になりたい会員（ご本人の
み）の方は、保険医協会事務局まで、当該サイトへの
アクセス方法をおたずねください。メールでお問い
合わせいただければ、アクセス方法とIDおよびパス
ワードをお知らせします。

［答え］ 
①女性の髪 ②女性の足 ③大きな犬の尾 ④小づち ⑤鏡餅 ⑥中央手前の犬の首輪 ⑦左の犬の尾

11

33

44

22
55

66
77

7
つ
の
間
違
い
の
答
え
問題は
19面
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2018年 4 月から、いわゆる「国保財政の都道府県単位化」がスタートする。
従来の「市町村国民健康保険」について、保険者を「都道府県及び市町村」に
改め、都道府県に対して安定的な財政運営の責務を課すという内容である。こ
の制度改定を前に石川県に「国民健康保険運営協議会」が設立され、国保運営
の基本方針や保険料率策定の前提となる各市町の「納付金」について検討され
てきた。2017年11月30日には、「石川県国民健康保険運営方針（案）」が協議会
で承認され、石川県知事に答申されている。この運営方針（案）については、
事前にパブリックコメントの募集があり、石川県保険医協会からも意見を提出
した。当日の協議会ではパブリックコメントの内容の紹介と、意見に対する石
川県の考え方が示されたが、我々の意見のうち 1項目が取り上げられ、原案の
修正につながった。
我々のパブリックコメントが反映されたの	は、「国保運営における基本理念
の明記」を求めた意見である。その概要は、次のとおり。

<石川県保険医協会のパブリックコメント>
「今回の国保改革は医療提供体制に係る管理責任の都道府県への集約とい
う観点、つまり、保険料水準と提供体制整備をリンクさせる都道府県単位の
給付と負担の制御システムの構築であると整理する必要がある。今回の改革
が医療給付抑制や保険料引上げ等の負担増を都道府県に強いるものになるの
ではないかと危惧している。このような不安を払拭するために、運営方針の
冒頭に国保の基本理念─	例えば国民健康保険法第 1条に明記されている「社
会保障及び国民保健の向上に寄与することを目的」として運営方針を定める
旨の記述	─	を加えてもらいたい。」

これに対して石川県から、「ご意見を踏まえて運営方針（案）「 1　策定の目
的」の第 2段落の文章を以下のとおり修正します。」とする考え方が示され、
次の原案修正提案が承認された。

<修正後の石川県国民健康保険運営方針>（下線部が追加された部分）
1 　策定の目的
国民健康保険については、平成30年以降、県が財政運営の主体として中心
的な役割を担うこととなり、市町は、地域住民との身近な関係の中で資格管
理や保険給付、保険料率の決定、賦課・徴収、保健事業の実施等の役割を引
き続き担うこととなる。
このため、県と市町が一体となって、社会保障及び国民保健の向上を目指
し、保険者の事務を共通認識の下で実施するとともに、各市町が事務の広域
化や効率化を推進することができるよう、県内の統一的な国民健康保険の運
営方針として策定するもの。

上記のとおり今回の修正箇所は、あくまでも理念規定の部分であり、国保の
実際の運用に直接的な影響を及ぼすものとまでは言えない。他方、この間の社
会保障制度全般にわたる「改革」においては、自助・共助が強調され公的責任
が大きく後退しており、国保についても「助け合い」「相互扶助」の側面を強
調する動きが強まっている。このような情勢下で、今回改めて県の国保運営方
針の中に「社会保障及び国民保健の向上」という原則を盛り込めたことは、今
後の国保改善運動において重要な意義を有すると考えている。今後も、この規
定を足掛かりに「国民皆保険の理念にふさわしい国保制度」を求める活動を継
続していきたい。
なお、上記の項目以外にも保険医協会からは次のような意見を出したが、い
ずれも運営方針（案）の修正にはつながらず、原案通りとなっている。
<上記以外の保険医協会の意見（抜粋）と県の考え方>（どちらも概要のみ）

保険医協会の意見 石川県の考え方

決算補填目的の法定外繰入が可能な
旨の明記

市町は、県が示す標準保険料率等を
参考に、自らの判断で実際の保険料
率を決定できるので、記載は原案通
り

保険料水準の統一を将来目標とはし
ないこと

将来的な保険料水準のあり方は、今
後、各市町と議論を重ねながら検討
するため、記載は原案通り

保険料滞納者への生活保障・生活相
談の強化

ご意見のとおり、保険料の徴収にあ
たっては、被保険者個々の生活実態
に十分配慮したきめ細かな相談対応
が行われるよう、市町に対して助言
を行う

資格証明書交付者の医療アクセス保
障の明記

ご意見を踏まえ、各市町における取
組の好事例については、横展開を図
り、市町間での共有を図る

レセプト点検を財政削減の充実強化
に用いないこと

運営方針（案）は、市町における点
検が効率的、効果的に行われるよ
う、必要な取組を記載しているもの
である

石川県国民健康保険運営方針が決定される
─石川県保険医協会のパブリックコメントが反映し
　　　「社会保障及び国民保健の向上」という文言が目的規定に明記

「
犬
」
と
い
う
漢
字
は
、

犬
の
形
を
模
し
た
象
形
文

字
。
音
読
み
の
「
ケ
ン
」
は

犬
の
鳴
き
声
か
ら
来
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時

の
人
は
「
ク
ェ
ン
、
ク
ェ

ン
」
と
聞
こ
え
た
の
で
し
ょ

う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
犬
」

の
ル
ー
ツ
に
あ
た
る
象
形

文
字
か
ら
生
ま
れ
た
も
う

一
つ
の
文
字
が
「
犭
」（
ケ

モ
ノ
ヘ
ン
）。

猫
、
狐
（
き

つ
ね
）、
狼

（
お
お
か
み
）

な
ど
多
く
の

動
物
に
使
わ

れ
て
い
ま

す
。
当
時
の

人
に
と
っ
て

最
も
身
近
な

ケ
モ
ノ
が
犬

だ
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の

で
す
。　

日
本
で
の
犬
と
人
間
の
か

か
わ
り
は
古
く
、
縄
文
時
代

に
は
狩
猟
用
と
し
て
、
弥
生

時
代
に
は
農
作
物
を
守
る
番

犬
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
書
紀
に
は
、
犬
を

飼
育
・
訓
練
し
、
戦
い
に
活

用
す
る
役
割
を
担
っ
た
犬
養

部
（
い
ぬ
か
り
べ
）
と
い
う

人
た
ち
も
登
場
し
て
い
ま

す
。「
犬
養
」
と
い
う
名
字

の
ル
ー
ツ
で
す
。

暮
ら
し
の
中
で
重
宝
さ
れ

て
き
た
犬
た
ち
で
す
が
、
明

治
に
な
る
ま
で
は
日
本
で
も

犬
食
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
は
、

犬
を
弓
矢
の
的
に
す
る
犬
追

物
（
い
ぬ
お
う
も
の
）
が
盛

ん
に
な
り
、
明
治
期
ま
で
続

け
ら
れ
ま
し
た
。

犬
が
粗
末
に
扱
わ
れ
た
歴

史
は
、「
犬
」
と
い
う
言
葉

の
意
味
に
も
現
れ
て
い
ま

す
。「
犬
死
」「
犬
骨
」
は
無

意
味
な
死
や
無
駄
な
苦
労
を

指
す
言
葉
。「
犬
侍
」
は
役

に
立
た
な
い
人
物
の
例
え
で

す
。
さ
ら
に
「
官
憲
の
犬
」

は
警
察
の
回
し
者
を
指
す
言

葉
。
散
々
な
言
わ
れ
方
で

す
ね
。

さ
て
、
今
日
本
は
空
前

の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
す
。

ペ
ッ
ト
飼
育
さ
れ
る
犬
は
約

１
千
万
匹
で
、
犬
猫
を
中

心
に
し
た
ペ
ッ
ト
市
場
は

１
兆
５
千
億
円
規
模
に
な

り
、
犬
が
死
ん
だ
と
き
の

「
ペ
ッ
ト
ロ
ス
」
に
苦
し
む

人
も
増
え
て
い
ま
す
。「
犬

死
」
が
無
駄
死
に
な
ん
て
も

う
言
え
な
い
時
代
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

保健所による犬の殺処分数は10年前と比べて10分の１以下にまで
減少していますが、それでも年間１万匹（2016年度）が犠牲にな
っています。

（年）

犬・猫の殺処分数（環境省調べ）

犬 猫 合計

98,556
82,464
64,061
51,964
43,606
38,447
28,570
21,593
15,811

10,424

112,960
200,760
228,373

193,748
165,771
152,729
131,136
123,400

99,671
79,745

67,091
45,574

299,316
276,212
229,832
204,693
174,742
161,847
128,241
101,338
82,902
55,998

341,0632006

2016
2015
2014
2013
2012
2011
2010
2009
2008
2007

◆
新
年
・
干
支
の
雑
学

言
葉
で
た
ど
る

　「犬
」
と
人
間
の
歴
史
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相
撲
と
高
校
野
球
に
は
地
元

び
い
き
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
私
自
身
も
例
に
も
れ
ず
石

川
県
出
身
力
士
の
活
躍
に
注
目

し
て
い
ま
す
。
怪
我
か
ら
復
調

し
観
客
を
う
な
ら
せ
る
う
ま
い

相
撲
が
戻
っ
て
き
た
遠
藤
関

と
、
こ
こ
数
場
所
前
に
出
る
相

撲
に
ぐ
っ
と
重
み
が
出
て
き
た

輝
関
、
こ
の
二
人
の
幕
内
力
士

の
活
躍
は
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
奮
闘

し
て
い
る
の
は
こ
の
二
人
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
銀
杏
を

結
え
な
い
幕
下
以
下
に
も
、
石

川
県
出
身
者
が
９
人
も
い
ま

す
。
元
十
両
の
高
立
、
３
月
の

序
の
口
デ
ビ
ュ
ー
以
来
21
連
勝

を
記
録
し
た
炎
鵬
、
じ
わ
じ
わ

と
幕
下
に
ま
で
番
付
を
上
げ
て

き
た
栃
登
な
ど
、
ど
の
力
士
か

ら
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
中
で
も
特
に
注
目
し
て

い
る
の
が
駿
馬
で
す
。
珠
洲
市

出
身
、
伊
勢
ケ
浜
部
屋
所
属
の

力
士
で
、
元
大
関
照
ノ
富
士
関

の
付
き
人
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
36
歳
な
の
で
す
が
、
昨
年
35

歳
に
し
て
自
己
最
高
位
の
幕
下

22
枚
目
に
上
る
な
ど
ま
だ
ま
だ

血
気
盛
ん
で
、
思
い
切
り
の
い

い
相
撲
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま

せ
ん
。
照
ノ
富
士
関
が
、
強
豪

鳥
取
城
北
高
校
で
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
団
体
優
勝
の
実
績
を
経
て

大
相
撲
の
世
界
に
入
っ
た
当

時
、
す
で
に
身
長
１
９
１
㎝
体

重
１
６
１
㎏
と
い
う
恵
ま
れ
た

体
格
で
あ
り
な
が
ら
、
身
長

１
６
２
㎝
（
公
称
１
６
９
㎝
）

体
重
１
０
５
㎏
の
駿
馬
に
全
く

歯
が
立
た
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
で
す
が
、
駿
馬
は
そ
の
素

質
を
見
抜
き
、
稽
古
を
付
け
、

相
撲
界
の
し
き
た
り
や
礼
儀
作

法
を
教
え
て
照
ノ
富
士
関
を
支

え
育
て
ま
し
た
。
そ
の
間
、
親

方
の
病
気
で
ち
ゃ
ん
こ
ま
で
事

欠
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
つ
い

に
は
部
屋
が
閉
鎖
さ
れ
た
り

と
、
様
々
な
困
難
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
乗
り

越
え
、
環
境
に
恵
ま
れ
た
伊
勢

ケ
浜
部
屋
に
移
籍
し
た
後
は
、

み
る
み
る
う
ち
に
照
ノ
富
士
関

の
番
付
は
上
が
っ
て
行
き
ま

す
。
そ
し
て
つ
い
に
初
優
勝
。

支
度
部
屋
で
緊
張
し
た
面
持
ち

で
結
果
を
待
ち
、
決
ま
っ
た
瞬

間
二
人
が
涙
で
抱
き
あ
う
姿

に
、
私
も
こ
み
上
げ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
駿
馬
の

35
歳
で
の
幕
下
昇
進
は
照
ノ
富

士
関
の
活
躍
の
影
響
だ
と
の
話

や
、
足
を
負
傷
し
肩
を
借
り
て

引
き
上
げ
る
照
ノ
富
士
関
を
カ

メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
す
る
の
を
、

駿
馬
が
や
ん
わ
り
と
制
止
し
た

話
な
ど
を
聞
く
と
、
関
取
と
付

き
人
と
い
う
一
般
社
会
で
は
な

か
な
か
な
い
強
い
結
び
つ
き
を

感
じ
ま
す
。

朝
の
８
時
半
か
ら
観
戦
す

る
、
と
言
う
と
驚
か
れ
ま
す

が
、
こ
ん
な
背
景
を
知
っ
て
し

ま
う
と
、
い
ろ
ん
な
力
士
を
応

援
し
た
く
な
り
や
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
22
連
勝
を
賭
け
て
、
27
連

勝
の
記
録
を
持
つ
常
光
龍
と
対

戦
し
た
炎
鵬
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
書
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
筆
が
乗
り
す
ぎ
て
し
ま
っ

た
の
で
こ
の
辺
で
。

２
０
１
８
年
某
月
某
日
、

サ
ッ
カ
ー
J
2
に
所
属
す
る
ツ

エ
ー
ゲ
ン
金
沢
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
B
2
リ
ー
グ
の
金
沢

武
士
団
（
カ
ナ
ザ
ワ
サ
ム
ラ
イ

ズ
）、
そ
し
て
独
立
リ
ー
グ
の

プ
ロ
野
球
ミ
リ
オ
ン
ス
タ
ー
ズ

石
川
の
代
表
者
た
ち
が
金
沢
市

内
の
ホ
テ
ル
で
共
同
記
者
会
見

を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
３
ク
ラ

ブ
が
合
併
を
前
提
と
し
た
持
ち

株
会
社
の
設
立
と
、
来
シ
ー
ズ

ン
は
全
て
の
チ
ー
ム
が
「
金
沢

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
石
川
Ｓ
Ｃ
（
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）」
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ

ベ
ン
ト
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
も

開
催
可
能
な
全
天
候
型
の
ス
タ

ジ
ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
の
建
築
を
、

遅
く
と
も
２
０
２
０
年
ま
で
に

目
指
す
こ
と
も
併
せ
て
発
表
さ

れ
た
。

石
川
県
保
険
医
協
会
の
先

生
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！　

金
沢
市
も
り

の
里
で
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

業
し
て
お
り
ま
す
小
島
で
す
。

冒
頭
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
あ
く
ま

で
も
僕
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
初

夢
で
す
（
笑
）。

２
０
０
５
年
の
暮
れ
、
金
沢

に
暮
ら
し
は
じ
め
て
15
年
ほ
ど

経
っ
た
僕
は
、
当
時
木
倉
町
に

あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
の
壁
に

あ
る
一
枚
の
告
知
に
目
を
留
め

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
金
沢

に
J
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
を
創
り

ま
し
ょ
う
！　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

説
明
会
を
開
催
！
」
そ
の
よ
う

な
趣
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
街
、
金
沢
で
診
療
以

外
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

模
索
し
て
い
た
僕
は
、
こ
の
日

か
ら
全
く
未
知
の
サ
ッ
カ
ー
の

世
界
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
石
川
か
ら
J
リ
ー
グ
へ
、

石
川
か
ら
世
界
へ
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
立
ち
上
げ
た
「
石

川
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」、

当
時
は
完
全
な
任
意
団
体
で

「
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
」
と
い
う

名
前
す
ら
生
ま
れ
て
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
街
頭
で
ビ
ラ
を
配

れ
ば
受
け
取
っ
て
は
い
た
だ
け

ず
、
署
名
活
動
を
す
れ
ば
「
金

沢
に
J
な
ん
か
出
来
る
わ
け

な
い
じ
ゃ
ん
」
と
冷
笑
さ
れ
る

日
々
（
苦
笑
）。
そ
れ
で
も
星

稜
高
校
の
河
崎
先
生
、
当
時
金

沢
桜
丘
高
校
の
越
田
先
生
（
石

川
県
出
身
初
の
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
）
を
は
じ
め
と
す
る
僕
た

ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
毎
週
月
曜

日
の
夜
、
テ
ー
ブ
ル
以
外
は
ほ

と
ん
ど
何
も
無
い
高
柳
町
の
事

務
所
で
２
０
０
６
年
の
開
幕

（
と
言
っ
て
も
、
当
時
Ｊ
１
か

ら
数
え
て
Ｊ
４
に
相
当
す
る
完

全
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ー
グ
の
北
信

越
リ
ー
グ
）、
そ
し
て
J
リ
ー

グ
参
入
と
い
う
夢
に
向
け
て
議

論
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

翌
２
０
０
７
年
、
僕
は
諸
般

の
事
情
か
ら
フ
ロ
ン
ト
入
り

し
、
試
合
運
営
と
メ
デ
ィ
ア
・

広
報
担
当
、
時
々
添
乗
員
（
苦

笑
）、
そ
し
て
新
設
さ
れ
た
一

般
社
団
法
人
の
理
事
も
拝
命
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
と
も

に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
も
蹴
っ
た

こ
と
が
な
い
一
介
の
歯
科
医
師

な
の
に
（
笑
）。

そ
の
後
、
ツ
エ
ー
ゲ
ン

金
沢
は
紆
余
曲
折
を
経
て
、

２
０
１
０
年
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
昇

格
、
２
０
１
４
年
に
は
新
設
さ

れ
た
Ｊ
３
に
参
入
し
、
初
代

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
ツ
エ
ー
ゲ
ン

金
沢
に
と
っ
て
初
の
全
国
タ
イ

ト
ル
）
の
栄
光
を
手
に
し
、
晴

れ
て
僕
た
ち
が
当
時
夢
に
見
て

い
た
「
リ
ア
ル
」
J
リ
ー
グ

で
あ
る
Ｊ
２
昇
格
を
果
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、

２
０
１
１
年
６
月
に
僕
は
本
田

圭
佑
君
と
の
御
縁
を
頂
き
ま
し

た
。
初
め
て
彼
の
夢
、
ビ
ジ
ョ

ン
を
聴
い
た
夜
、
僕
は
心
か
ら

感
銘
し
、
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ

ま
し
た
。
別
れ
際
「
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
言
う
僕

に
、
彼
は
一
言
だ
け
「
小
島
さ

ん
、
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」・
・
・
オ
ヤ
ジ
キ
ラ
ー
で

す
ね
、
彼
は
（
笑
）。
以
来
６

年
以
上
に
わ
た
り
、
彼
の
夢
の

一
つ
で
あ
る
「
金
沢
の
、
石
川

の
子
ど
も
た
ち
に
優
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
の
環
境
を
！
」
の
実
現

に
向
け
て
僕
な
り
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
来

る
２
０
１
８
年
４
月
、
金
沢
大

学
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
本

田
君
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社

で
あ
る
（
株
）
H
O
N
D
A	

E
S
T
I
L
O
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
で
人
工
芝
フ
ル
ピ
ッ
チ
約
３

面
、
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
を
持
つ
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
本
原
稿
の
冒
頭
は
あ
く
ま

で
も
完
全
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

す
が
、
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
関

し
て
は
1
0
0
％
リ
ア
ル
な
話

で
す
の
で
今
後
は
諸
先
生
の
ご

協
力
を
伏
し
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

さ
て
、
あ
く
ま
で
も
私
見
で

す
が
、
石
川
県
や
金
沢
市
の
規

模
に
お
い
て
３
つ
の
プ
ロ
ク
ラ

ブ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
の
企
業
ス
ポ
ー

ツ
、
そ
し
て
自
治
体
開
催
の
マ

ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
各
々
ス
ポ
ン
サ
ー
を
求

め
、
県
民
、
市
民
に
サ
ポ
ー
ト

を
求
め
て
い
く
こ
と
は
い
ず
れ

限
界
が
来
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
し
ろ
、
バ
イ
エ

ル
ン
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
も
、
マ
イ

ナ
ー
競
技
も
含
め
て
複
数
の
競

技
を
傘
下
に
お
く
本
当
の
意
味

で
の
総
合
型
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
す
。
従
っ
て
僕
た
ち

の
街
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
た

め
に
も
「
金
沢
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

石
川
Ｓ
Ｃ
」（
仮
称
）
の
創
設

が
望
ま
し
い
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

こ
の
街
に
本
当
の
ス
ポ
ー
ツ

文
化
が
生
ま
れ
、
育
て
ら
れ
る

よ
う
に
。
そ
し
て
世
代
を
超
え

愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
が
創
ら
れ
る

よ
う
に
。
こ
の
街
が
ス
ポ
ー
ツ

で
も
っ
と
幸
せ
な
街
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。
２
０
１
８
年
、
僕

の
元
旦
の
祈
り
で
す
。

珠
洲
市
出
身
力
士
・
駿
馬

南
條

　麗
子
（
金
沢
市
・
歯
科
）

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　

 

創
設
の
初
夢

小
島

　潔
（
金
沢
市
・
歯
科
）

著者もフロントスタッフとして
試合運営、進行を担当した

山野之義金沢市長（写真左）と
シーズン最終戦を応援（2014年）

ツエーゲン金沢設立２年目、
2007年シーズンの様子
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私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
が
好
き
で
、
高
校

野
球
で
は
甲
子
園
に
出
場
し
た

地
元
の
高
校
を
、
大
相
撲
で
は

輪
島
、
時
葉
山
、
舛
田
山
ら

を
熱
く
応
援
し
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦

に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
ツ
エ
ー

ゲ
ン
金
沢
が
得
点
を
決
め
た
瞬

間
の
感
動
が
忘
れ
ら
れ
な
く
な

り
、
や
み
つ
き
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。

普
段
は
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
で

観
戦
し
ま
す
が
、
大
事
な
試
合

や
ア
ウ
ェ
ー
の
地
で
は
ゴ
ー
ル

裏
へ
行
き
ま
す
。
ゴ
ー
ル
裏
は

と
て
も
見
に
く
い
の
で
す
が
、

コ
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
に
合
わ
せ

て
「
チ
ャ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る

応
援
歌
を
歌
い
、
手
を
振
り
な

が
ら
応
援
す
る
と
と
て
も
充
実

感
が
あ
り
、
試
合
に
集
中
し
て

す
べ
て
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、
点
を
入
れ
た

と
き
は
、
周
り
の
人
た
ち
と
ハ

イ
タ
ッ
チ
を
し
て
応
援
団
の
一

体
感
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
勝
っ
た
と
き
は
、

試
合
終
了
後
に
選
手
た
ち
が

チ
ャ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て

く
れ
ま
す
。

私
が
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
の
応

援
を
始
め
た
の
は
２
０
１
０
年

で
、
当
時
は
Ｊ
Ｆ
Ｌ
（
日
本

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
。
知
っ
て
い

る
選
手
は
元
日
本
代
表
の
久
保

竜
彦
選
手
だ
け
で
、
試
合
を
観

戦
し
な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

選
手
名
を
覚
え
ま
し
た
が
、
選

手
の
入
れ
替
わ
り
は
激
し
く
、

年
が
変
わ
る
と
サ
イ
ン
を
も

ら
っ
た
選
手
で
も
す
ぐ
に
い
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
は

２
０
１
４
年
か
ら
Ｊ
３
で
戦

い
、
２
年
目
で
優
勝
し
Ｊ
２
に

昇
格
し
ま
し
た
。
昇
格
１
年
目

は
清
原
翔
平
選
手
の
活
躍
で
、

一
時
は
首
位
に
立
ち
ま
し
た
が

結
局
12
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

清
原
選
手
は
５
年
契
約
を
結
ん

で
い
た
の
で
、
来
年
も
い
て
く

れ
る
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

翌
年
は
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
に
移
籍

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
強
い
選
手
は

す
ぐ
に
有
名
な
チ
ー
ム
に
引
き

抜
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

を
防
ぐ
に
は
、
フ
ァ
ン
を
増
や

し
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
企
業
を
多

く
付
け
、
資
金
力
を
上
げ
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
金
沢
よ
り
人

口
の
少
な
い
都
市
で
も
サ
ガ
ン

鳥
栖
や
松
本
山
雅
の
よ
う
に
１

試
合
の
平
均
入
場
者
数
が
１
万

人
以
上
の
チ
ー
ム
も
い
ま
す
。

ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
も
そ
う
な
り

た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
や
は
り
地
道
に
勝
つ
こ
と

し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

演
劇
堂
の
会
員
に
な
っ
て
、

20
年
近
く
に
な
る
。
会
員
に

な
っ
た
頃
は
、
能
登
演
劇
堂
で

は
な
く
、
中
島
演
劇
堂
と
称
し

て
い
た
と
記
憶
す
る
。
市
町
村

合
併
で
、
中
島
町
も
七
尾
市
に

編
入
さ
れ
、
建
物
を
取
り
巻
く

環
境
も
風
景
も
少
し
ず
つ
姿
を

変
え
て
い
る
。

自
分
で
も
よ
く
中
島
ま
で

通
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。
最
初

は
故
郷
七
尾
を
離
れ
た
母
親
に

少
し
で
も
孝
行
す
る
？
気
持
ち

が
大
き
か
っ
た
。
金
沢
か
ら
、

お
よ
そ
１
時
間
半
。
能
登
海
浜

道
路
（
現
在
の
の
と
里
山
海

道
）
を
抜
け
る
頃
に
な
る
と
、

母
の
表
情
が
和
ら
い
で
い
く
の

が
分
か
る
。

今
は
、
嫁
さ
ん
と
二
人
で
観

劇
に
お
邪
魔
す
る
。
県
医
師
会

理
事
の
仕
事
が
詰
ま
っ
て
か
ら

は
、
年
５
回
の
会
員
向
け
定
期

公
演
も
ド
タ
キ
ャ
ン
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
、
半
分
来
る
の

が
や
っ
と
と
い
う
時
期
が
続
い

た
。
そ
れ
で
も
、
中
島
へ
通
い

続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
多
分

こ
の
土
地
が
好
き
だ
か
ら
だ

ろ
う
。

近
く
の
お
そ
ば
屋
さ
ん
、
牡

蠣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
立
ち
寄
る

店
を
探
す
の
も
楽
し
い
。
晴
れ

た
日
曜
に
は
、
中
島
の
町
中
を

散
策
す
る
。
低
い
庇
（
ひ
さ

し
）、
道
路
と
同
じ
高
さ
の
三

和
土
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
商
店
街
に
子
ど
も
時
代

の
七
尾
の
町
が
重
な
る
。
こ
こ

で
命
の
洗
濯
を
し
て
い
る
の
だ

と
最
近
し
み
じ
み
そ
う
思
う
。

演
劇
堂
で
催
さ
れ
る
公
演

も
試
行
錯
誤
だ
っ
た
。
元
々

は
、
仲
代
達
矢
氏
率
い
る
無
名

塾
と
の
絆
か
ら
生
ま
れ
た
施
設

だ
が
、
無
名
塾
だ
け
で
公
演
が

成
り
立
つ
は
ず
も
な
い
。
中
小

様
々
な
劇
団
や
団
体
が
舞
台
で

多
様
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
し
た
。
前
衛
的
な
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
も
演
じ
ら
れ
た
が
、
何
と

い
う
か
、
会
場
全
体
の
空
気
が

固
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
何
と

な
く
理
解
で
き
る
の
も
、
私
自

身
が
田
舎
者
の
故
だ
ろ
う
。

私
自
身
は
、
無
名
塾
演
じ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の
重
厚
な
舞
台

が
苦
手
だ
っ
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
で
眠
く
な
る
の
と
同
様
、

睡
魔
と
戦
う
の
が
結
構
大
変

だ
っ
た
。
一
方
、
柄
本
明
、
黒

木
華
、
白
石
加
代
子
さ
ん
な

ど
、
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
役

者
さ
ん
が
演
じ
る
舞
台
は
さ
す

が
に
迫
力
が
あ
り
、
彼
ら
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
、
時
間
の
経

つ
の
を
忘
れ
て
い
た
。

沢
口
靖
子
さ
ん
は
、
可
愛

か
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
兼
ね
た
公
演

で
、
終
演
後
ロ
ビ
ー
の
募
金
箱

前
で
（
ホ
ン
ト
に
目
の
前
で
）

お
会
い
で
き
た
。
握
手
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
舞
い
上
が

り
、
千
円
の
つ
も
り
が
二
枚
も

箱
に
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

何
で
あ
ん
な
に
顔
も
手
も
小
さ

い
の
か
・
・
・
未
だ
に
謎
だ
。

第１回そば打ち体験

そば匠の指導で職人気分
中島　基宏（金沢市・眼科）

２
０
１
７
年
11
月
26
日
（
日
）
に
白
山
市
鳥
越
地
区
の
に

わ
か
工
房
に
て
、
第
１
回
そ
ば
打
ち
体
験
を
初
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
中
島
基
宏
先
生
よ
り

ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
７
年
11
月
26
日

（
日
）、
冬
の
文
化
企
画
「
第
１

回
そ
ば
打
ち
体
験
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
は
新
企
画
と
し

て
旧
鳥
越
村
三
ツ
屋
野
地
区
の

農
村
体
験
施
設
「
に
わ
か
工

房
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
体
験
施
設
「
に
わ
か
工

房
」
に
は
、
そ
ば
・
も
ち
・
漬

物
を
作
る
「
加
工
場
」
と
、
そ

ば
打
ち
を
体
験
で
き
る
「
そ
ば

工
房
」
が
あ
り
ま
す
。
地
元
鳥

越
で
収
穫
さ
れ
た
四
季
折
々
の

新
鮮
な
農
産
物
を
直
売
し
た

り
、
食
材
を
加
工
し
て

製
造
販
売
す
る
地
域
密

着
型
施
設
で
す
。
今
回

は
地
元
鳥
越
で
収
穫
さ

れ
た
そ
ば
の
実
を
使
用

し
た
そ
ば
打
ち
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
「
そ
ば
打
ち

ビ
デ
オ
」
に
よ
る
予
習

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

『
そ
ば
粉
に
水
を
半
量

注
ぎ
、
両
手
で
軽
く
す

り
合
わ
せ
ま
す
。
水
を

足
し
な
が
ら
３
回
繰
り

返
す
と
、
そ
ぼ
ろ
状
か

ら
次
第
に
固
ま
っ
て
お
団
子
状

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
一
つ
に

固
め
、
リ
ズ
ム
よ
く
１
０
０
回

こ
ね
ま
す
。
よ
く
こ
ね
上
が
っ

た
ら
麺
棒
で
直
径
40
㎝
ほ
ど
に

丸
く
延
ば
し
ま
す
。
き
れ
い
な

丸
に
な
っ
た
ら
、	

麺
棒
に
巻
き

つ
け
て
丸
か
ら
四
角
に
延
ば
し

ま
す
。
最
後
は
仕
上
げ
の
包
丁

入
れ
で
す
。
添
え
木
を
当
て
、

リ
ズ
ム
よ
く
包
丁
で
細
く
切
っ

て
い
き
ま
す
。
は
い
完
成
で

す
！
』

ビ
デ
オ
を
見
る
と
簡
単
そ
う

で
し
た
が
、
実
際
は
リ
ズ
ム
と

ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
想
像
以

上
に
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も

大
丈
夫
。
三
ツ
屋
野

地
区
で
登
録
さ
れ
て

い
る
「
そ
ば
匠
」
が

丁
寧
に
指
導
し
て
く

れ
ま
し
た
。
最
初
は

皆
さ
ん
「
こ
れ
で
い

い
の
？
」
と
恐
る
恐

る
で
し
た
が
、
こ

ね
て
、
延
ば
し
て
、

切
っ
て
と
職
人
さ
な

が
ら
の
作
業
を
満
喫
し
、
い
つ

し
か
参
加
さ
れ
た
方
々
と
の
共

同
作
業
が
楽
し
い
時
間
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
あ
と
は
食
べ
る
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。
そ
ば
団
子
と

そ
ば
茶
で
一
服
し
て
間
も
な

く
、
自
分
た
ち
で
打
っ
た
そ
ば

が
盛
り
そ
ば
と
な
っ
て
運
ば
れ

て
き
ま
し
た
。
細
い
も
の
か
ら

太
い
も
の
と
見
た
目
の
不
ぞ
ろ

い
は
と
も
か
く
、
そ
の
お
い
し

さ
は
格
別
！　

薬
味
の
ネ
ギ
、

大
根
お
ろ
し
、
鰹
節
を
た
っ
ぷ

り
入
れ
て
、
た
ら
ふ
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
ば
が
き

ま
で
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
そ
ば

三
昧
を
堪
能
し
ま
し
た
。

「
第
１
回
そ
ば
打
ち
体
験
」

は
参
加
さ
れ
た
先
生
方
と
一
緒

に
そ
ば
を
打
ち
一
緒
に
そ
ば
を

食
す
と
い
う
、
と
て
も
貴
重
で

お
い
し
い
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

続
・
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
を

　
　
　

  

応
援
し
よ
う

牛
村

　繁
（
白
山
市
・
眼
科
）

能
登
演
劇
堂
友
の
会

大
平

　政
樹
（
金
沢
市
・
外
科
）

参加者で記念撮影

そば切りはリズミカルに

そば匠による丁寧な手ほどきを受けて

自分で打ったそばは格別

そば畑の隣に立つにわか工房
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古
込
さ
ん
と
の
出
会
い

病
院
の
ベ
ッ
ド
に
何
十
年
も

横
た
わ
り
、
医
療
面
で
も
ケ
ア

の
面
で
も
病
院
ス
タ
ッ
フ
に

全
面
的
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
で
も
気
持
ち
は
病
院
か
ら

離
れ
、
普
通
の
町
で
生
活
す
る

こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。
家

族
介
護
は
あ
て
に
で
き
な
い

し
、
病
状
的
に
も
、
皆
が
無

理
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
う
。

「
叩
け
よ
さ
ら
ば
開
か
れ
ん
」、

デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
の
古
込
和
宏
さ
ん
は
、

動
か
な
い
身
体
で
も
発
信
で
き

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
そ
の
希
望

を
伝
え
た
。

す
る
と
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
で
ト
ー
タ

ル
ロ
ッ
ク
ド
イ
ン
に
な
っ
た
母

親
を
介
護
し
た
川
口
有
美
子
さ

ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
動
き
、
経
験
の
な

い
金
沢
の
地
で
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
。

24
時
間
の
公
的
介
護

保
障
の
実
現
に
関
し

て
は
、
石
川
県
は
全

国
的
に
見
て
も
か
な

り
後
進
地
域
で
、
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
や
仕
組

み
な
ど
何
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
。
そ
の
と

き
白
羽
の
矢
が
立
て

ら
れ
た
の
が
今
日
の

訪
問
先
で
あ
る
金
沢

税
務
法
律
事
務
所
の

弁
護
士
の
宮
本
研
太

さ
ん
だ
っ
た
。

宮
本
さ
ん
は
「
介

護
保
障
を
考
え
る
弁

護
士
と
障
害
者
の
会

全
国
ネ
ッ
ト
」
に
所

属
し
て
い
る
。
全
国

ネ
ッ
ト
は
２
０
１
２

年
に
設
立
さ
れ
、
宮
本
さ
ん
は

２
年
前
か
ら
参
加
し
た
。
裁
判

で
認
め
さ
せ
る
方
法
も
あ
る

が
、
裁
判
に
は
時
間
が
か
か

り
、
緊
急
性
の
あ
る
「
障
害
の

あ
る
方
」
に
は
裁
判
よ
り
行
政

と
の
調
整
が
ベ
タ
ー
と
考
え
て

い
る
。

全
国
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
で
重
度
訪
問
介
護
を
実
現
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
つ
つ
、
同

時
に
石
川
に
あ
る
人
脈
も
動
き

出
し
た
。「
地
域
で
暮
ら
す
た

め
に
み
ん
な
で
考
え
る
会
」
を

立
ち
上
げ
、
チ
ー
ム
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
こ
う
い
っ
た
会

が
発
足
し
活
動
す
る
ケ
ー
ス
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
と
の
こ

と
。
当
会
も
こ
の
会
に
賛
同

し
、
微
力
な
が
ら
協
力
し
て
き

た
。
重
度
訪
問
介
護
は
、
最
大

で
８
時
間
ご
と
の
ケ
ア
を
三
交

代
で
24
時
間
連
続
し
て
受
け
ら

れ
る
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
く
制
度
で
あ
る
。

金
沢
・
重
度
訪
問
介
護

の「
先
達
」

弁
護
士
の
仕
事
の
１
つ
は
、

事
件
の
内
容
を
見
聞
き
し
て
い

な
い
裁
判
官
に
、
分
か
り
や
す

く
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も

ら
え
る
よ
う
説
明
す
る
こ
と
だ

と
言
う
。
今
回
は
行
政
も
経
験

の
な
い
事
案
で
、
障
害
福
祉
課

の
担
当
者
に
懇
切
丁
寧
に
分
か

り
や
す
く
、
古
込
さ
ん
に
必
要

な
介
護
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

た
。
要
は
担
当
者
が
や
り
や
す

い
よ
う
に
お
膳
立
て
を
す
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
必
要

で
あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
納
得

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
作
成

し
た
書
類
は
か
な
り
の
量
に

な
っ
た
。

重
度
訪
問
介
護
が
認
め
ら
れ

る
ま
で
も
一
苦
労
だ
っ
た
が
、

実
際
に
訪
問
介
護
を
実
施
で
き

る
体
制
を
つ
く
る
の
も
ま
た
一

苦
労
で
あ
る
。
弁
護
士
と
し
て

の
仕
事
は
重
度
訪
問
介
護
が
認

め
ら
れ
る
ま
で
だ
が
、
認
め
ら

れ
た
後
も
宮
本
さ
ん
は
尽
力
し

て
い
る
。

重
度
訪
問
介
護
を
提
供
す
る

方
法
と
し
て
、
事
業
所
が
喀
痰

吸
引
な
ど
が
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
す
る
方
法
と
、
自
薦
ヘ

ル
パ
ー
と
い
う
古
込
さ
ん
自
ら

が
ヘ
ル
パ
ー
を
養
成
・
雇
用
す

る
形
が
あ
る
。
自
薦
ヘ
ル
パ
ー

も
事
業
所
所
属
の
ヘ
ル
パ
ー
同

様
、
吸
引
や
経
管
栄
養
の
介
助

を
行
う
た
め
に
喀
痰
吸
引
の
研

修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
が
、
特
定
の
者
に
対
す
る

介
助
と
い
う
こ
と
で
研
修
体
系

は
異
な
っ
て
い
る
。
自
薦
ヘ
ル

パ
ー
に
は
障
害
の
あ
る
人
に
対

す
る
施
策
の
中
で
の
歴
史
が
あ

る
。
先
人
が
突
破
口
を
切
り
開

い
て
利
用
者
本
位
の
施
策
を
一

歩
一
歩
推
し
進
め
て
き
た
知
恵

と
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
。「
何

事
も
先
達
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
も

の
な
り
」
で
あ
る
が
、
金
沢
で

の
重
度
訪
問
介
護
の
「
先
達
」

の
一
人
と
し
て
、
宮
本
さ
ん
の

活
躍
は
今
後
も
続
く
だ
ろ
う
。

干支の話干支の話

今年の干支は「戊戌」
つちのえいぬ

取材対応いただいた宮本研太さん（写真中央）と
取材班の大川義弘副会長（写真右）、平田米里副会長（写真左）

	

干
支
（
え
と
）
は
十
干

（
じ
っ
か
ん
）
と
十
二
支
で

作
ら
れ
る
暦
の
こ
と
。
起
源

は
中
国
で
す
。
組
み
合
わ
せ

は
全
部
で
60
あ
り
、
時
間
や

方
角
を
表
し
た
り
、
占
い
に

も
使
わ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
戌
（
い
ぬ
）
年

で
す
が
、
実
は
十
干
が
省
略

さ
れ
て
い
て
、
正
し
く
は

戊
戌
（
つ
ち
の
え
い
ぬ
）。

干
支
の
35
番
目
に
あ
た
り

ま
す
。

「
猫
年
」
が
あ
る
国
も

十
二
支
が
、
子
（
ね
ず

み
）
丑
（
う
し
）
寅
（
と

ら
）
で
始
ま
り
、
亥
（
い
の

し
し
）
で
終
わ
る
の
は
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
動
物
は
後
か
ら
語
呂
合
わ

せ
で
当
て
ら
れ
た
も
の
。
干

支
が
伝
わ
っ
た
各
国
ご
と
に

違
っ
て
い
て
、
う
さ
ぎ
や
虎

が
猫
に
変
わ
っ
た
り
、
虎
が

ヒ
ョ
ウ
に
な
っ
た
り
し
て
い

る
国
も
あ
り
ま
す
。

生
活
に
隠
れ
た
十
干

ち
ょ
っ
と
な
じ
み
の
薄
い

十
干
で
す
が
、
実
は
身
近

に
。「
甲
乙
つ
け
難
い
」
の

「
甲
乙
」
が
十
干
の
最
初
の

二
つ
。
契
約
書
な
ど
に
「
以

下
甲
」「
以
下
乙
」
と
あ
る

の
も
同
じ
で
す
。「
甲
乙
」

の
後
は
「
丙
丁
（
へ
い
て

い
）」
と
続
き
ま
す
が
、
戦

前
は
学
校
の
成
績
な
ど
を
表

す
際
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

干
支
の
最
初
は
、「
甲
」

と
「
子
」
を
組
み
合
わ
せ
た

「
甲
子
（
き
の
え
ね
）」
で
す

が
、
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？　

そ
う
で

す
。
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
本

拠
地
「
甲
子
園
球
場
」。「
甲

子
」
の
年
に
球
場
が
完
成
し

た
こ
と
を
記
念
し
て
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

天
皇
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ

る
「
壬
申
（
じ
ん
し
ん
）
の

乱
」（
６
７
２
年
）、
幕
末
に

幕
府
軍
と
薩
長
（
官
）
軍
が

戦
っ
た
「
戊
辰
（
ぼ
し
ん
）

戦
争
」（
１
８
６
８
年
）
な

ど
、
重
大
な
出
来
事
の
名
称

に
干
支
が
付
け
ら
れ
て
い
る

例
も
あ
り
ま
す
。

医療 福祉の 《第9回》エキスパート訪問
弁護士
「地域で暮らすためにみんなで考える会」
発足の第一人者

【訪問先】宮本研太さん（弁護士法人 金沢税務法律事務所）
【取　材】医療福祉部取材班

2016年10月に、約40年近く筋ジストロフィーを患いながら長期療養生活を
送ってきた方（古込和宏さん）が退院して地域で暮らすことを希望しているとい
う情報が石川県保険医協会に入ってきました。
何ができるかはさておき、2017年3月に「地域で暮らすためにみんなで考える
会」（医師、歯科医師、看護師、ヘルパーなど専門職の集まり）が発足したため、
協会も賛同人として関わることになりました。
試験外泊を繰り返し行い、病院との綿密な会議を重ね、2017年10月11日晴れ
て長年入院してきた病院を退院することができました。そして、支援者宅の一間
を借りて念願の在宅生活がスタートしました。
古込さんの最終目的は病院ではできなかった趣味の活動や外出、そして働くこ
とです。障害のある仲間を募り、石川県にはまだ存立していない重度障害のある
人の生活・就労支援に対応できるCIL（障害者自立支援センター）を立ち上げ、同
じ障害のある人たちの自立の手伝いをしたい、それが彼の夢です。
まだまだ知られていない複雑難解な障害のある人に対する制度・施策について、
広く会員の皆さまにも知っていただくとともに、古込さんの活動を通じて重度の
難病患者に対する地域社会の理解が広がっていくよう協会の使命としてこのプロ
ジェクトに今後も協力していきたいと思っています。
今回の取材先は、「地域で暮らすためにみんなで考える会」発足の第一人者であ
る弁護士の宮本研太さんです。

契約終了後もサポートを続けている
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囲 碁

（解答は 5 面にあります） （解答は 5 面にあります）

黒先　７分で二、三段以上
〈ヒント〉 白の弱点を好手順で
 ついて仕留めます。

〈ヒント〉竜と馬がよく働く……。
 （10分で二段）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え5面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独6 3 9 7
4 7 8

8 4
2 9 6

5
□ 5 6 9

2 □ 5
7 6 3
5 9 8 4

答

●同封の読者アンケート・クイズ解答用紙（A4）にクイズの答え、住所、電話番号、氏名、職業（勤務先または所属団体など）および本紙を読
まれた感想などを必ずご記入の上、FAXでお送り下さい（076－231－5156）。
●応募はお一人様一通に限らせていただきます。
●当選発表は賞品の発送をもって
　代えさせていただきます。

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で5人の方に、
図書カード（2,000円分）をプレゼント。新年号を読まれた方なら、どなたでもご応募いただけます

【問題】
二重ワクの文字をA～ G の順番
に並べてできる言葉は何？
 　　　　　【作／モロズミ勝】

 １　人の「犬歯」のことです
 ４　犬公方と呼ばれた徳川５代将軍
 ７　犬・猿・キジの昔話……太郎
 ８　……より証拠
 ９　両刃の刀剣
10　疲れを知らない男、……ガイ
12　プレゼントです
14　１月７日に食べる……草がゆ
16　金貨に銀貨。10円玉は？
18　足の裏のくぼみ、……踏まず
19　分割払いの最初に払うお金
21　ベートーベンの交響曲第５番
23　鳥などのオスとメスとの一対
25　……くじ。帽子を……かぶり
26　注意１秒……一生
27　バスを……にして団体旅行
29　寄らば大樹の……
30　童謡……のかごやだホイサッサ
31　サッカーで……カードは退場
33　アタッカーにボールを上げます
34　新しい年の挨拶言葉

タテのカギ

 

１
　
野
菜
を
使
っ
た
版
画
、…

…

版

 

２
　
レ
コ
ー
ド
。
日
本
新…

…

保
持
者

 

３
　
高
層
ビ
ル
が…

…

す
る
大
都
市

 

４
　…

…

の
一
声
。…

…

は
千
年

 

５
　
刀
剣
を
使
っ
た
女
性
の
武
道
の
一
つ

 

６
　
昔
話…

…

切
り
す
ず
め

 

７
　
目
の
不
自
由
な
人
を
道
案
内
す
る
犬

 

９
　
牛
や
鹿
に
あ
っ
て
馬
や
豚
に
は
な
い

 

11
　
少
年
ネ
ロ
と
犬
の
物
語
、…

…

の
犬

 

12
　
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
の
相
棒
で
す

 

13
　
月
の
模
様
、
ウ
サ
ギ
の…

…
 

15
　
豆
腐
料
理
、
厚
揚
げ
と
も
言
い
ま
す

 

17
　
ス
エ
ズ…

…

。
パ
ナ
マ…

…
 

19
　
ラ
ブ
。…

…

の
結
晶

 

20
　
ア
ニ
メ
、…

…

の
名
は
。

 

22
　
い
ん
ち
き
。
ご
ま
か
し
。…

…

師

 

24
　「
天
文
学
の
父
」「
科
学
の
父
」と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼
ば
れ
て
い
ま
す

 

28
　
間
違
え
な
い
よ
う
に…

…

を
付
け
る

 

29
　
旅
立
ち
、
出
発
。
人
生
の…

…
 

30
　
風
が
吹
け
ば…

…

屋
が
も
う
か
る

 

32
　
王
手
を
続
け
て
攻
め
る…

…

将
棋

 

33
　
テ
レ
ビ…

…

。
五
重
の…

…

新　春
2018年

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で5人の方に、

ヨコのカギ

締め切り

2018年2月1日（木）
午後5時

A B C D E F G

（答え 5面）（答え 5面）

上
の
絵
と
下
の
絵
を
比
べ
る
と
7
カ
所
の
間
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
し
ょ
う
。（
印
刷
の
汚
れ
や
か
す
れ
、
濃
淡
は
間
違
い
に
入
り
ま
せ
ん
。 

解
答
は
14
面
）
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会員リレーエッセー ◆◆220◆◆原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

医者が
大病に見舞われたとき
医者が
大病に見舞われたとき

三宅　靖（金沢市・内科）

510回シリーズ

肺
に
も
問
題
が

さ
て
、
最
初
の
感
染
部
位
と

思
わ
れ
る
腸
腰
筋
か
ら
の
ド
レ

ナ
ー
ジ
が
成
功
し
、
原
因
菌
に

対
す
る
感
受
性
の
あ
る
抗
菌
薬

を
用
い
て
治
療
を
し
て
き
ま
し

た
。
病
状
は
こ
れ
で
快
方
に
向

か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
簡
単

に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
年
が
替
わ
っ
て
い
る
の

で
一
昨
年
の
9
月
の
初
旬
で
す

が
、
頚
部
と
腰
部
か
ら
の
ド

レ
ー
ン
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
の
排
液

が
少
な
く
な
り
、
い
ず
れ
も
抜

去
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
も
解
熱
傾
向

が
見
ら
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
さ

ら
に
悪
寒
・
戦
慄
・
発
熱
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
呼
吸
困
難

も
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
再

度
Ｃ
Ｔ
撮
影
を
し
た
と
こ
ろ
、

右
肺
の
下
葉
が
虚
脱
し
肺
内
に

不
正
形
の
陰
影
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
血
液
培
養
だ
っ
た
か
抜

去
し
た
カ
テ
ー
テ
ル
だ
っ
た
か

記
憶
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で

す
が
、
そ
の
ど
ち
ら
か
か
ら
真

菌
の
カ
ン
ジ
ダ
・
ア
ル
ビ
カ
ン

ス
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

肺
に
も
問
題
が
発
生
し
た
こ

と
で
内
科
病
棟
に
移
り
、
そ
こ

で
気
管
支
鏡
検
査
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
検
査

の
主
目
的
は
気
管
支
肺
胞
洗
浄

液
を
回
収
し
、
肺
内
病
変
の
原

因
を
究
明
す
る
こ
と
で
す
。
私

も
呼
吸
器
内
科
医
で
す
の
で
気

管
支
鏡
を
施
行
し
た
こ
と
は
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
の
で
す

が
、
自
分
で
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
も
静
穏
剤
を
使
っ
て
い
た
だ

き
、
ほ
と
ん
ど
眠
っ
て
い
る
間

に
終
わ
っ
た
の
で
す
が
、
目
覚

め
て
結
果
を
渡
辺
副
院
長
か
ら

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
肺
の
虚
脱
が
あ
る
た
め
、

肺
胞
気
管
支
洗
浄
液
の
回
収
が

ご
く
少
量
に
と
ど
ま
り
、
断
定

的
な
こ
と
は
言
え
な
い
な
が
ら

も
回
収
液
の
中
に
一
定
量
の
リ

ン
パ
球
、
好
酸
球
を
認
め
何
ら

か
の
間
質
性
肺
炎
が
示
唆
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
う
な

る
と
治
療
方
針
と
し
て
は
感
染

源
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
従
来

の
抗
菌
薬
に
加
え
て
抗
真
菌
薬

を
追
加
、
肺
胞
の
虚
脱
対
策
と

し
て
睡
眠
時
無
呼
吸
の
治
療
に

使
う
経
鼻
的
持
続
陽
圧
呼
吸
を

し
て
、
そ
の
上
に
間
質
性
肺
炎

に
対
し
て
は
ス
テ
ロ
イ
ド
を
用

い
ま
す
。
ま
た
感
染
源
と
な
っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
命
綱
と
も
な
っ
て

い
た
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
は

抜
去
し
、
な
ん
と
し
て
も
経
口

摂
取
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

一
難
去
ら
ず
に

　
　  ま
た
一
難

今
振
り
返
る
と
精
神
的
に
一

番
し
ん
ど
か
っ
た
の
は
こ
の
こ

ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
８
月

末
の
手
術
の
こ
ろ
は
み
る
み
る

う
ち
に
全
身
状
態
が
悪
化
し
、

一
番
の
危
機
的
状
況
の
と
き
に

は
人
工
呼
吸
器
に
繫
が
れ
て
意

識
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
時
は
次
々
と
新
た
な
問
題
が

勃
発
し
、
一
難
去
っ
て
・
・
・

ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
一
難
去

ら
ず
に
ま
た
一
難
と
い
う
感
じ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
変
な
こ
と

で
あ
る
と
理
解
で
き
る
だ
け
に

と
て
も
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
モ
ニ
タ
ー
が

あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
頃
の
脈

拍
数
は
毎
分
１
３
０
回
以
上
、

経
皮
的
酸
素
飽
和
度
は
相
当
量

の
酸
素
を
吸
っ
て
よ
う
や
く

95
％
を
保
つ
と
い
う
状
況
で
し

た
。
本
来
は
腰
椎
、
頸
椎
、
脊

髄
な
ど
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
の
撮
影
も
必

要
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す

が
、
呼
吸
が
不
安
定
で
撮
影
時

の
10
秒
程
度
の
息
止
め
が
で
き

な
い
た
め
延
期
と
な
っ
た
く
ら

い
で
す
。
か
つ
て
自
分
が
担
当

し
、
結
局
は
力
及
ば
ず
感
染
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
に
失
っ

て
し
ま
っ
た
多
く
の
重
症
感
染

症
の
患
者
さ
ん
の
こ
と
が
頭
を

よ
ぎ
り
ま
す
。
な
か
な
か
心
穏

や
か
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
あ
き
ら
め

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
細

菌
感
染
、
真
菌
感
染
、
肺
の
虚

脱
、
間
質
性
肺
炎
に
対
す
る
治

療
と
呼
吸
状
態
、
栄
養
状
態
を

含
め
た
全
身
管
理
を
全
て
行
っ

た
上
で
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の

四
肢
の
リ
ハ
ビ
リ
も
並
行
し
て

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
治

療
内
容
な
ど
は
も
う
お
任
せ
す

る
し
か
な
い
の
で
す
が
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
少
し
で
も
多

く
経
口
で
栄
養
を
摂
取
す
る
こ

と
だ
と
考
え
、
介
助
を
受
け
な

が
ら
口
に
で
き
る
も
の
を
可
能

な
限
り
摂
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
治
療
が
奏
功
し
、

９
月
の
半
ば
ご
ろ
に
は
少
し
ず

つ
呼
吸
状
態
、
全
身
状
態
が
改

善
し
は
じ
め
ま
し
た
。
脈
拍
数

も
毎
分
１
０
０
前
後
に
な
り
要

介
助
と
は
い
え
経
口
摂
取
も

少
し
進
み
、
簡
単
な
会
話
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

C
R
P
も
10
㎎
／
㎗
以
下
と

当
初
と
比
べ
る
と
夢
の
よ
う
な

（
？
）
値
と
な
り
、
何
と
か
生

命
の
危
機
は
回
避
で
き
る
め
ど

が
立
ち
ま
し
た
。

学
生
時
代
の
話
で
あ
る
。
弓
道
の
試
合
の
小
さ
い
記
念
射

会
と
な
る
と
、
競
射
の
後
の
表
彰
ま
で
の
短
い
合
間
に
お
楽

し
み
と
し
て
、
時
に
、
小
さ
い
的
に
あ
て
る
余
興
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
金
箔
を
張
っ
た
金
的
と
い
う
８
㎝
ほ
ど
の

小
さ
い
的
と
、
無
地
の
白
い
扇
子
に
師
範
ク
ラ
ス
の
座
右
の

銘
を
書
し
た
、
扇
子
そ
の
も
の
を
的
と
し
て
用
い
る
白
扇
と

が
あ
る
。
金
的
、
白
扇
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が

用
い
ら
れ
、
い
ず
れ
の
余
興
的
も
最
初
に
的
中
し
た
者
が
的

そ
の
も
の
を
景
品
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
余
興
は
入
賞
か
ら

も
れ
た
外
れ
組
の
最
後
の
楽
し
み
で
も
あ
る
。

本
来
の
試
合
に
用
い
る
競
射
の
的
の
大
き
さ
は
一
尺
二
寸

的
（
36
㎝
）
で
、
28
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
射
場
か
ら
的
場
に
向

け
て
矢
を
放
ち
、
そ
の
的
中
率
を
競
う
。
金
的
は
直
径
８
㎝

と
か
な
り
小
さ
い
。

大
学
１
年
の
創
立
記
念
射
会
の
こ
と
、
矢
取
（
的
場
で
放

た
れ
た
矢
を
回
収
す
る
仕
事
の
こ
と
）
ば
か
り
さ
せ
ら
れ
、

そ
の
日
も
調
子
が
出
ず
８
射
２
中
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
ら

ず
じ
ま
い
で
、
余
興
だ
け
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ン
ス

の
一
手
（
ひ
と
て
：
２
射
の
こ
と
）
に
賭
け
た
。

来
賓
の
人
に
先
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
く
の
が
礼
儀

と
し
て
当
然
な
の
だ
が
、
心
の
内
は
自
分
の
番
ま
で
回
っ
て

く
る
よ
う
に
と
祈
っ
て
い
た
。
そ
の
日
の
余
興
的
に
は
金
的

２
個
と
白
扇
３
本
が
準
備
さ
れ
た
。

や
は
り
、
そ
の
日
の
優
勝
者
に
早
々
と
金
的
を
１
個
射
止

め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
白
扇
も
１
本
先
輩
に
射
ぬ
か
れ
て
し

ま
っ
た
。
中あ
た

り
（
当
た
り
と
書
く
は
俗
字
）
の
良
い
人
が
さ

ら
に
集
中
力
を
高
め
て
行
射
す
る
の
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り

な
、
と
い
う
諦
観
も
あ
っ
た
が
、
何
と
か
自
分
ま
で
回
れ
ば

な
、
と
い
う
気
概
も
あ
っ
た
。

や
っ
と
番
が
き
た
。
金
的
に
狙
い
を
定
め
、
今
日
一
番
の

気
合
い
で
射
た
と
こ
ろ
、
力
の
入
り
す
ぎ
で
大
き
く
外
れ
、

隣
の
白
扇
を
射
止
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
試
合
で
隣
の
的
に

た
ま
た
ま
あ
た
っ
て
も
外
れ
と
な
る
が
、
こ
れ
は
余
興
で
あ

る
。
あ
り
が
た
く
頂
い
た
。
私
が
好
き
な
平
和
の
和
の
一
文

字
が
書
か
れ
て
い
た
。
外
れ
て
運
良
く
頂
い
た
の
で
、
気
恥

ず
か
し
く
も
あ
り
嬉
し
く
も
あ
り
。
自
分
の
矢
で
射
ぬ
か

れ
、
一
つ
の
穴
の
開
い
た
和
の
白
扇
は
今
で
も
部
屋
に
飾
っ

て
あ
る
。

白
扇
に
思
う

西
川
　
忠
之
（
能
美
市
・
泌
尿
器
科
）

保険医の生活と経営を支える

活用していますか？ 

保険医年金リタイヤ後の生活設計に

死亡や高度障害など
万一の時は

死亡や高度障害など死亡や高度障害などグループ保険

保険医休業保障共済保険病気・ケガの
強い味方

◉最長730日の給付（傷病給付日数 通算500日＋長期療養給付230日）
◉入院はもちろん代診を置いて自宅療養でも給付
◉拠出金は加入時のまま上がらず、掛け捨てではありません
◉所得補償保険等の加入に関係なく給付

※掛金振込の中断・再開ができます。 ※保険料は生命保険料控除（一般）の対象になります。

※子どもとは、会員の被扶養者で、22歳6カ月までの方です。※会員、配偶者は75歳6カ月まで継続加入できます。
※保険料は生命保険料控除（一般）の対象になります。

満74歳（増口は満79歳）までの会員加入資格

60歳未満の健康で正常に就業している会員加入資格

健康で正常に就業している65歳6カ月までの会員、配偶者、子ども加入資格

◉月払い（1口月額1万円。最高30口まで）と一時払い（1口50万円。1回につき40口まで）
◉資金が必要な場合は1口単位で中途解約が可能
◉受け取り方法はライフプランに合わせて4種類から選択（10年・15年確

定、15年・20年逓増の4種類）

◉会員は最高4,000万円、配偶者は1,000万円、子どもは400万円までの保障。
◉保険金の受け取り方法の選択が可能（一時金または年金で）
◉剰余金が生じた場合には配当金として返還
◉医師による保障診査なし、告知書扱いで加入可

Ｅメール：ｉｓｈｉｋａｗａ‐ｈｏｋ＠ｄｏｃ‐ｎｅｔ．ｏｒ．ｊｐ

●ご希望の会員には各共済制度の詳細なパンフレットなどをお送りします。

電話.076(222)5373 FAX.076(231)5156石川県保険医協会 Ｅメール：ｉｓｈｉｋａｗａ‐ｈｏｋ＠ｄｏｃ‐ｎｅｔ．ｏｒ．ｊｐ

囲碁、将棋、数独の
問題は19面です。

石 川 保 険 医 新 聞 2018年1月15日（毎月15日発行）（20）第549号


